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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
延
岡
藩
主
内
藤
政ま
さ
よ
り順
の
夫
人
で
あ
っ
た
充み
つ
ひ
め姫
、
後
の
充
真
院
に
関

す
る
研
究
の
一
端
と
し
て
、
充
真
院
が
三
河
国
額
田
郡
の
大
樹
寺
（
現
、
愛
知

県
岡
崎
市
）
を
参
拝
し
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

大
樹
寺
は
徳
川
将
軍
家
と
所
縁
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
開
基
は
松
平
親
忠

で
、
松
平
氏
八
代
と
徳
川
家
康
か
ら
十
四
代
将
軍
家
茂
ら
の
位
牌
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
将
軍
十
四
人
の
位
牌
の
長
さ
が
将
軍
の
身
長
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

徳
川
家
は
そ
の
所
縁
に
よ
り
大
樹
寺
を
厚
く
庇
護
し
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光

の
命
令
に
よ
り
大
伽
藍
が
大
造
営
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
一
月
二
十
六
日
に
失
火
で
本
堂
や
書
院
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
建
物
が

焼
失
し
た
が
、
同
三
年
（
一
八
五
六
）
に
幕
府
が
再
建
を
決
定
し
た
。
再
建
の

折
に
総
建
坪
は
全
体
で
二
割
減
と
な
っ
た
が
、
同
四
年
（
一
八
五
七
）
閏
五
月

に
建
物
が
竣
工
し
た（

（
（

。

　

充
真
院
が
大
樹
寺
を
訪
れ
た
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
・
四
月
七
日
に

元
治
二
年
か
ら
改
元
）
の
五
月
二
日
で
あ
る
。
充
真
院
に
と
っ
て
二
度
目
と
な

る
転
居
の
た
め
の
大
旅
行
の
途
中
で
あ
り
、
延
岡
か
ら
江
戸
へ
向
か
っ
て
い

た
。
参
拝
当
時
、
充
真
院
は
六
十
六
歳
で
あ
る
。
な
お
、
充
真
院
は
安
政
の
大

火
災
か
ら
再
建
し
た
八
年
後
の
大
樹
寺
を
参
詣
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
樹
寺
参
拝
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
日
記
体
の
紀
行
文
『
海
陸
返
り
咲
こ
と

葉
の
手
拍
子
』
に
そ
の
様
子
を
詳
し
く
書
き
と
め
た（

（
（

。
大
樹
寺
参
拝
は
当
初
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
思
い
が
け
な
い
成
り
行
き
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
。
東
海
道
を
西
に
進
ん
で
い
る
公
家
衆
が
岡
崎
の
二
つ
東
に
位
置
す
る

宿
場
の
赤
坂
ま
で
来
て
い
た
。
岡
崎
の
西
本
陣
に
到
着
し
て
い
た
充
真
院
一
行

は
そ
の
情
報
を
知
り
、
遠
慮
し
て
急
遽
、
宿
を
明
け
渡
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
、
公
家
衆
が
岡
崎
を
通
り
過
ぎ
る
ま
で
の
間
、
充
真
院
ら
は
鴨
田
村
井
田
野

の
西
光
寺
に
移
動
し
て
滞
在
し
な
が
ら
、
そ
の
本
山
で
近
隣
に
あ
る
大
樹
寺
を

参
拝
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
大
樹
寺
参
拝

神

崎

直

美
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突
然
、
決
ま
っ
た
参
拝
で
あ
る
が
、
岡
崎
は
内
藤
家
の
先
祖
ら
が
居
住
し
て

い
た
所
縁
の
地
で
あ
る
。
定
宿
と
し
て
い
る
西
本
陣
を
は
じ
め
西
光
寺
、
大
樹

寺
、
さ
ら
に
そ
の
塔
頭
で
あ
る
信し
ん
き
ょ
う
い
ん

楽
院
は
、
内
藤
家
の
先
祖
ら
と
所
縁
が

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
充
真
院
が
大
樹
寺
を
参
拝
し
た
翌
月
の
閏
五
月
九
日
に
十
四
代

将
軍
徳
川
家
茂
が
大
樹
寺
を
参
拝
し
た（

（
（

。
家
茂
が
第
二
次
長
州
征
伐
の
為
、
大

坂
城
に
向
か
う
途
中
の
こ
と
で
あ
る
。
家
茂
の
参
拝
は
現
職
の
将
軍
と
し
て
最

初
で
最
後
の
大
樹
寺
参
拝
と
な
っ
た
。

　

右
の
様
子
か
ら
、
充
真
院
の
大
樹
寺
参
拝
は
世
相
が
緊
迫
し
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
二
年
後
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
に
大

政
奉
還
を
経
て
徳
川
幕
府
が
瓦
解
す
る
と
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
樹
寺

は
大
檀
那
を
失
っ
た
。
し
か
も
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
月
に
上
地
令
が
発

令
さ
れ
て
寺
領
を
失
い
、
塔
頭
を
廃
寺
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
は
、
か
つ
て
の
寺
域
の
南
半
分
で
あ
る
惣
門
と
山
門
の
間

の
地
に
建
っ
て
い
た
塔
頭
を
手
放
し
た
跡
地
に
、
広
元
学
校
（
現
、
大
樹
寺
小

学
校
）
が
開
設
さ
れ
、
寺
域
が
様
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た（

（
（

。
充
真
院
の
大
樹
寺

参
拝
は
そ
の
八
年
前
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
充
真
院
の
大
樹
寺
参
拝
は
、

火
災
に
よ
る
建
造
物
の
減
少
を
経
て
い
た
も
の
の
、
当
寺
が
寺
域
の
規
模
を

保
っ
て
い
た
最
終
期
の
貴
重
な
見
聞
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
1
）	

大
樹
寺
に
つ
い
て
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』（
新
編
岡
崎
市
史
編
集
委

員
会
、
平
成
四
年
）
や
『
大
樹
寺
の
歴
史
』（
発
行
・
浄
土
宗
成
道
山
松
安
院
大

樹
寺
、
改
訂
版
平
成
二
十
六
年
）
に
詳
し
い
。
将
軍
の
位
牌
に
つ
い
て
は
、『
大

樹
寺
の
歴
史
』
の
六
一
～
三
頁
、
一
〇
〇
～
二
頁
に
記
載
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ

ら
の
位
牌
は
か
つ
て
御
霊
屋
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
位
牌
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。

（
2
）	

三
代
将
軍
徳
川
家
光
に
よ
る
大
造
営
に
つ
い
て
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世

三
』
の
一
二
五
～
六
頁
や
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
五
四
～
八
頁
、『
大
樹
寺
文
書
』

上
、
岡
崎
市
史
料
叢
書
（
岡
崎
市
史
料
叢
書
編
集
委
員
会
、
平
成
二
十
六
年
）
解

説
の
二
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
安
政
の
火
災
と
再
建
に
つ
い
て
は
『
新
編
岡

崎
市
史　

近
世
三
』
の
一
〇
五
五
～
七
頁
や
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
の
七
四
～
八
四

頁
、『
大
樹
寺
文
書
』
上
の
解
説
二
八
～
九
頁
に
よ
る
。

（
3
）	

『
海
陸
返
り
咲
こ
と
葉
の
手
拍
子
』
は
、
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書

内
藤
政
道
氏
寄
贈
書
の
一
冊
で
、
架
号
は
（
二
）
充
真
院
（
繁
子
）
関
係
（
Ⅰ
）

の
一
三
で
あ
る
。
翻
刻
本
と
し
て
は
、『
内
藤
充
真
院
道
中
記
』（
宮
崎
県
立
図
書

館
、
平
成
六
年
）
と
『
内
藤
家
文
書
増
補
・
追
加
目
録
八　

延
岡
藩
主
夫
人　

内

藤
充
真
院
繁
子
道
中
日
記
』（
明
治
大
学
博
物
館
、
平
成
十
六
年
）
が
あ
る
。
本

稿
で
こ
の
紀
行
文
及
び
、
同
じ
く
充
真
院
の
紀
行
文
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の

手
』
を
引
用
す
る
際
に
は
、「
明
大
翻
刻
本
」
と
略
記
し
て
該
当
頁
を
記
す
。

（
4
）	

家
茂
の
大
樹
寺
参
拝
に
つ
い
て
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
の
一
三
八
三

頁
や
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
八
九
～
九
一
頁
、『
大
樹
寺
文
書
』
上
の
解
説
二
九
頁

に
詳
し
い
。
な
お
、
家
茂
の
参
拝
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

続
徳
川
実
紀　

第

四
篇
』
の
六
九
六
～
七
頁
に
記
載
が
あ
る
。

（
5
）	

幕
府
の
瓦
解
、
お
よ
び
明
治
の
幕
開
け
に
よ
る
大
樹
寺
の
失
墜
に
つ
い
て
は
、

『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
の
一
四
七
〇
～
二
頁
、『
大
樹
寺
文
書
』
上
の
解
説

二
九
頁
に
よ
る
。

一　

岡
崎
と
内
藤
家
、
及
び
西
本
陣
中
根
家
に
つ
い
て

　

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
三
月
十
五
日
に
延
岡
を
発
っ
た
充
真
院
一
行
が
、

海
路
を
経
て
東
海
道
を
下
り
東
海
道
の
岡
崎
の
宿
で
あ
る
西
本
陣
中
根
甚
太
郎
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に
到
着
し
た
の
は
、
旅
の
十
六
日
目
の
慶
応
元
年
四
月
三
十
日
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
岡
崎
と
内
藤
家
の
所
縁
に
つ
い
て
少
し
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
か
つ

て
内
藤
家
が
、
後
に
徳
川
家
と
な
る
松
平
家
の
配
下
の
一
人
―
後
に
上
級
譜

代
家
臣
と
し
て
位
地
づ
け
ら
れ
る
―
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
頃
の
拠
点
の
一

つ
が
、
こ
の
三
河
国
額
田
郡
菅
生
郷
（
現
、
愛
知
県
岡
崎
市
）
な
の
で
あ
る（

（
（

。

　

内
藤
家
の
系
譜
を
ひ
も
と
く
と
、
古
く
は
丹
波
国
の
出
で
あ
る
が
、
後
に
三

河
国
に
居
を
構
え
た
と
い
う
。
公
的
な
系
譜
で
は
初
出
の
先
祖
は
内
藤
義
清
で

あ
る（

（
（

。
義
清
は
徳
川
家
康
の
曽
祖
父
で
あ
る
松
平
信
忠
、
祖
父
の
清
康
に
仕
え

た
。
清
康
の
家
臣
の
中
で
武
芸
に
優
れ
た
岡
崎
五
人
衆
の
一
人
が
、
こ
の
義
清

で
あ
る（

（
（

。
義
清
夫
妻
は
没
後
に
西
光
寺
に
葬
ら
れ
た
。
内
藤
家
の
「
再
選
系

譜
」「
再
選
御
系
譜
」
に
よ
る
と
、
義
清
の
墓
碑
に
は
法
号
「
義
芳
禅
定
門
」

と
没
年
月
日
の
「
天
文
六
丁
酉
年
十
二
月
十
六
日
」、
夫
人
の
墓
碑
に
は
「
啓

善
女
内
藤
室
」
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う（

（
（

。
な
お
、
右
の
系
譜
に
は
「
大

樹
寺
塔
頭
信
楽
院
有
位
牌
」
と
、
大
樹
寺
の
塔
頭
で
あ
る
信
楽
院
に
位
牌
が
あ

る
と
記
録
が
あ
る（

（
（

。

　

西
光
寺
が
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
に
作
成
し
た
檀
家
の
命
日
を
ま
と

め
た
「
過
現
名
帳
」
に
は
、
十
一
日
の
箇
所
に
「
天
文
十
九
戌　

六
月　

悦
窓

啓
善
法
女　

内
藤
右
京
進
奥
方
」、
十
六
日
に
は
「
天
文
六
丁
酉
十
二
月
十
六

日　

春
山
善
芳
禅
定
門　

内
藤
右
京
進
」
と
記
し
て
あ
る（
６
）。

　

さ
ら
に
義
清
夫
妻
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
大
樹
寺
の
過
去
帳
に
も
記
載
が

あ
っ
た
。
義
清
は
「
春
山
善
芳
男　

十
二
月
十
六
日　

内
藤
右
京
進
」
で
あ

る
。
夫
人
は
「
天
文
十
九
年
戌
年
六
月
一
一
日　

悦
窓
啓
善
女
内
藤
右
京
進

内
」
と
没
年
月
日
も
記
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
大
樹
寺
塔
頭
の
信
楽
院
が
位
牌

を
お
祀
り
し
、
大
樹
寺
と
の
所
縁
も
深
い（
７
）。

　

な
お
、
義
清
の
父
・
重
清
と
義
清
の
嫡
子
清
長
は
、
当
家
の
も
う
一
つ
の
拠

点
で
あ
る
同
国
碧
海
郡
桜
井
（
現
、
安
城
市
）
の
誓
願
寺
に
墓
所
が
あ
り
、
こ

の
付
近
を
居
所
と
し
て
い
た
が（

（
（

、
清
長
の
次
代
で
あ
る
家
長
の
居
所
は
、
岡
崎

城
の
す
ぐ
近
隣
北
側
の
地
で
あ
る
。
内
藤
家
は
家
長
が
当
主
の
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
に
、
徳
川
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
い
上
総
国
天
羽
郡
佐
貫
（
現
、

千
葉
県
富
津
市
）
に
移
り
、
加
増
さ
れ
て
二
万
石
の
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
る

ま
で
、
三
河
の
地
を
拠
点
と
し
て
い
た（

（
（

。

　

次
に
、
西
本
陣
の
中
根
甚
太
郎
家
に
つ
い
て
で
あ
る
。
西
本
陣
中
根
甚
太
郎

は
、
か
つ
て
の
岡
崎
城
主
田
中
吉
政
が
城
下
の
防
衛
の
た
め
に
東
海
道
に
屈
折

を
多
く
施
し
た
、
い
わ
ゆ
る
二
十
七
曲
り
沿
い
に
あ
る
。
宿
の
位
置
を
図
１

「
東
海
道
岡
崎
宿
家
並
図
」
で
示
し
て
お
こ
う（

（1
（

。
当
本
陣
は
岡
崎
宿
役
町
一
一

カ
町
の
中
で
も
戸
数
や
規
模
が
大
き
い
伝
馬
町
に
位
置
し
て
い
た
。
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
に
作
成
さ
れ
た
「
伝
馬
町
家
順
間
口
書
」
に
よ
る
と
、
当
本
陣

は
こ
の
二
十
七
曲
り
の
角
の
一
つ
に
位
置
し
、
間
口
は
南
側
を
向
い
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
間
口
が
十
二
間
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
間
、
四
間
、
五
間
な
ど

の
間
口
の
家
が
多
い
な
か
で
、
本
陣
ゆ
え
に
と
り
わ
け
広
い
間
口
で
あ
る（
（1
（

。
図

２
は
作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
根
家
の
屋
敷
図
で
あ
る（
（1
（

。
図
３
は
図
２

の
玄
関
部
分
で
あ
る
。
広
々
と
し
た
屋
敷
地
に
は
、
本
陣
な
ら
で
は
の
立
派
な

玄
関
と
部
屋
数
の
多
い
立
派
な
建
物
が
あ
っ
た
。
中
根
家
は
当
地
で
本
陣
を
営

ん
だ
家
の
中
で
も
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
「
伝
馬
役
図
」
に
も
記
さ
れ
て
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図 1　西本陣中根甚太郎家の位置（写真中央部の本陣）

図 2　西本陣中根甚太郎家屋敷図
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お
り
、
古
く
か
ら
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
近
世
後
期
に
苗
字
帯
刀
を
許
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
岡
崎
宿
の
中
で
格
別
な
立
場
の
家
で
あ
る（
（1
（

。

　

こ
こ
で
、
内
藤
家
と
中
根
家
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
実
は
内
藤

家
が
当
地
を
拠
点
と
し
て
い
た
頃
、
後
の
岡
崎
の
西
本
陣
中
根
家
と
主
従
関

係
、
さ
ら
に
は
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
。
内
藤
家
の
「
再
選
系
譜
」「
再
選
御
系

譜
」
に
、「
当
時
参
州
岡
崎
本
陣
中
根
甚
太
郎
、
往
昔
中
根
家
者
、
信
康
君
御

付
属
之
輩
ニ
テ
、
家
長
ニ
預
賜
フ
、
三
十
人
之
内
也
」
と
、
中
根
家
は
徳
川
家

康
の
長
男
信
康
の
配
下
で
あ
り
、
後
に
内
藤
家
長
付
と
な
っ
た
三
十
人
の
武
士

の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
も
、
家
長
の
妹
に
つ
い
て

「
女　

中
根
甚
左
衛
門
正
恭
妻
」
と
記
し
て
あ
る
。
家
長
の
妹
が
中
根
家
に
嫁

い
で
い
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

西
本
陣
は
近
世
後
期
に
屋
号
、
及
び
当
主
を
中
根
甚
太
郎
と
称
し
た
。
家
長

の
妹
が
嫁
い
だ
中
根
正
恭
は
甚
太
郎
、
甚
左
衛
門
と
も
称
し
た
。
な
お
、
中
根

家
の
系
譜
で
あ
る
「
中
根
氏
大
系
図
」
に
よ
る
と
、
正
恭
の
箇
所
に
「
妻
内
藤

弥
次
右
衛
門
尉
藤
原
清
長
女
」
と
あ
る（

（1
（

。
内
藤
清
長
と
は
家
長
の
父
で
あ
る
。

内
藤
清
長
の
女
、
す
な
わ
ち
娘
と
は
家
長
の
妹
で
あ
る
。

　

中
根
家
の
う
ち
一
家
は
そ
の
後
も
当
地
に
残
っ
て
庶
民
と
な
り
、
岡
崎
の
西

本
陣
を
営
ん
だ
。
内
藤
家
は
藩
主
が
参
勤
交
代
で
東
海
道
を
通
過
す
る
際
に
、

岡
崎
で
は
当
家
に
宿
泊
し
て
い
る
。
充
真
院
も
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
江

戸
か
ら
延
岡
へ
の
転
居
の
旅
の
途
中
に
本
陣
と
し
て
中
根
家
に
宿
泊
し
て
お

り
、
慶
応
元
年
の
宿
泊
は
二
度
目
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
時
岡
崎
の
地
は
東
海

道
の
宿
場
町
と
し
て
賑
わ
い
、
大
名
の
本
多
忠た
だ
も
と民
（
五
万
石
、
譜
代
）
の
城
下

図 3　西本陣中根甚太郎家玄関
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町
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　

両
家
の
古
い
血
縁
に
つ
い
て
は
、
文
久
三
年
に
充
真
院
が
し
た
た
め
た
紀
行

文
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
』
に
、「
昔
は
此
家
に
は
ゆ
い
し
ょ
有
と
て

丁
寧
に
と
り
あ
つ
か
ふ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
元
治
二
年
の
紀
行
文
『
海
陸
返
り

咲
こ
と
葉
の
手
拍
子
』
に
も
「
此
宿
は
む
か
し
ゆ
い
所
有
と
て
」
と
記
し
て
あ

る（
（1
（

。
ま
さ
し
く
内
藤
家
と
中
根
家
の
血
縁
関
係
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
充
真
院
も
そ
の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
』
に
は
、
文
久
三
年
の
旅
で
当
家
の
幼
女
が

挨
拶
に
出
て
き
て
茶
菓
を
充
真
院
に
運
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
充
真
院
の
側

を
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
充
真
院
が
こ
の
幼

女
に
慕
わ
れ
た
こ
と
は
、
旅
な
ら
で
は
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
庶
民
の
子
供
と
の

交
流
の
一
幕
で
あ
っ
た
。
古
き
に
結
ば
れ
た
両
家
の
血
縁
関
係
ゆ
え
に
、
中
根

家
は
身
分
制
社
会
と
し
て
の
上
下
関
係
の
礼
を
尽
く
し
な
が
ら
も
、
幼
女
を
も

含
め
た
家
族
ぐ
る
み
の
、
親
し
み
を
感
じ
る
も
て
な
し
を
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

中
根
家
は
宿
泊
以
外
に
も
、
内
藤
家
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
内
藤
家

と
所
縁
の
あ
る
当
地
の
寺
院
に
関
す
る
事
務
で
あ
る
。
内
藤
家
か
ら
の
要
請

で
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
か
ら
同
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
こ
の
地
に
あ
る

内
藤
家
所
縁
の
寺
院
を
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
内
藤
家
は
当
地
の
寺
院
と

疎
遠
と
な
っ
て
お
り
、
不
明
な
点
が
生
じ
た
の
で
、
内
藤
家
の
御
用
部
屋
か
ら

中
根
家
に
依
頼
し
て
問
い
合
わ
せ
を
し
て
調
査
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
調
査
の

書
類
は
、
一
連
の
資
料
と
し
て
「
御
先
祖
様
御
廟
所
三
州
引
合
一
件
帳
」
と
名

付
け
ら
れ
、
冊
子
二
冊
と
書
状
六
点
の
都
合
八
点
が
一
件
袋
に
ま
と
め
ら
れ
て

現
存
し
て
い
る（
（1
（

。

　

こ
の
調
査
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
後
、
三
河
国
に
あ
る
菩
提
寺
へ
の
御
仏
供

料
納
入
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
を
中
根
家
が
仲
介
し
て
い
る（
（1
（

。
内
藤
家
所
縁
の

三
河
国
の
寺
と
は
、
西
光
寺
、
誓
願
寺
の
他
に
、
大
樹
寺
及
び
そ
の
塔
頭
の
信

楽
院
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
信
楽
院
に
は
義
清
の
位
牌
を
お
祀
り
し
て

い
た
。

　

さ
て
、
次
に
充
真
院
が
本
陣
か
ら
他
所
に
宿
を
移
し
た
経
緯
に
つ
い
て
見
て

み
よ
う
。
四
月
三
十
日
に
岡
崎
で
の
内
藤
家
の
定
宿
で
あ
る
西
本
陣
中
根
甚
太

郎
に
予
定
通
り
到
着
し
た
。
充
真
院
が
招
か
れ
た
部
屋
は
、
屋
敷
内
の
一
番

奥
、
北
北
西
に
位
置
す
る
「
上
段
間
」
で
あ
る
。
図
４
に
よ
る
と
こ
の
部
屋
に

は
床
の
間
や
違
い
棚
も
備
え
て
あ
る（

（2
（

。
宿
は
さ
っ
そ
く
玉
子
蒸
し
一
棹
と
御
菓

子
一
折
を
、
御
里
付
重
役
大
泉
市
右
衛
門
明
影
宛
に
し
て
充
真
院
に
差
し
入
れ

た
。
差
し
入
れ
は
古
い
血
縁
関
係
ゆ
え
の
宿
側
の
好
意
で
あ
る
が
、
現
在
は
庶

民
で
あ
る
中
根
家
側
は
、
こ
の
旅
の
主
人
で
あ
る
充
真
院
に
直
接
差
し
入
れ
る

は
畏
れ
お
お
い
行
為
な
の
で
、
御
里
付
重
役
宛
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

充
真
院
は
入
浴
し
て
、
そ
の
後
部
屋
で
寛
い
で
過
ご
し
て
い
る
と
、
二
年
前

の
宿
泊
の
時
に
合
い
、
充
真
院
に
懐
い
た
こ
の
宿
の
幼
女
が
挨
拶
に
や
っ
て
き

た
。「
こ
ゝ
の
娘
の
子
、
一
昨
年
も
出
候
ま
ゝ
尋
、
少
々
手
遊
遣
し
候
」
と
、

充
真
院
は
再
開
し
た
幼
女
に
話
し
か
け
て
玩
具
を
与
え
た（
（2
（

。
懐
か
し
く
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
味
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

宿
で
充
真
院
が
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
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け
な
い
知
ら
せ
が
届
い
た
。
公
家
衆
の
通
行
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
お
り
、
も

は
や
岡
崎
の
東
に
あ
る
赤
坂
ま
で
到
来
し
て
い
る
と
い
う
。
充
真
院
一
行
は
自

発
的
に
公
家
ら
に
宿
を
譲
る
こ
と
に
し
た
。

　

中
根
家
に
代
わ
り
の
宿
泊
地
と
し
て
心
当
た
り
の
寺
で
も
無
い
か
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
西
本
陣
か
ら
一
里
余
り
の
所
に
西
光
寺
が
あ
る
と
い
う
。
西

光
寺
と
は
浄
土
宗
で
、
大
樹
寺
の
末
寺
で
あ
る（
（2
（

。
た
だ
、
西
光
寺
は
あ
ま
り
広

く
な
い
の
で
、
も
し
狭
け
れ
ば
大
樹
寺
が
宿
泊
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
。
話
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、「
此
方
御
先
祖
様
の
御
墓
有
所
之
由
、
幸
と

悦
」
と
、
充
真
院
は
西
光
寺
に
内
藤
家
の
先
祖
の
墓
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ

の
縁
を
幸
い
で
あ
る
と
喜
ん
だ（
（2
（

。

　

今
後
に
つ
い
て
は
「
先
三
日
計
も
と
ま
り
、
又
其
う
へ
の
時
次
第
」
と
、
ひ

と
ま
ず
西
光
寺
に
は
三
日
間
程
宿
泊
さ
せ
て
も
ら
い
、
以
後
に
つ
い
て
は
後
に

決
め
る
こ
と
に
し
た（
（2
（

。
そ
し
て
、
翌
日
・
五
月
一
日
の
昼
食
後
に
西
光
寺
に
移

動
す
る
こ
と
を
決
め
、
四
月
三
十
日
は
西
本
陣
の
中
根
家
に
一
泊
し
た
の
で
あ

る
。
西
光
寺
へ
の
交
渉
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
根
家
が
内
藤
家
の
三
河
国
に

あ
る
寺
院
と
の
事
務
を
文
化
年
間
以
来
担
っ
て
い
る
の
で
、
中
根
家
側
が
さ
っ

そ
く
手
配
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）	

内
藤
家
を
松
平
家
の
数
あ
る
家
臣
の
中
で
も
上
級
譜
代
家
臣
と
し
て
位
地
づ
け

た
記
載
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

中
世
二
』（
新
編
岡
崎
市
史
編
集
委
員
会
、
平
成

元
年
）
六
四
一
頁
に
よ
る
。

（
2
）	

『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
年
）、

一
八
二
～
三
頁
。
当
系
譜
は
幕
府
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
名
や
旗
本
ら
に

先
祖
の
事
績
を
提
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
藤
家
が
公
的
な
場

に
お
け
る
当
家
の
歴
代
当
主
ら
の
事
績
に
関
す
る
見
解
で
あ
る
。
な
お
、
内
藤
家

が
編
纂
し
た
「
再
選
系
譜
」「
再
選
御
系
譜
」（
い
ず
れ
も
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵

内
藤
家
文
書
〔
架
号
、
第
一
部
・
一
・
三
一
と
、
架
号
、
第
一
部
・
一
・
一
一

八
〕）
も
、
内
藤
家
の
初
代
当
主
を
義
清
と
し
て
い
る
。
義
清
は
松
平
信
忠
・
清

康
に
仕
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
内
藤
家
に
残
さ
れ
た
先
祖
に
関
す
る
書
類
の
う

ち
、「
御
系
譜
関
係
書
類　

参
州
内
藤
系
図
一
説
」（
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤

家
文
書
、
架
号
、
第
一
部
・
一
・
一
・
七
―
一
一
）
は
、
義
清
の
先
代
と
し
て
重

清
を
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
新
編
岡
崎
市
史　

中
世
二
』
六
五
〇
頁
で
も
義

清
の
父
と
し
て
重
清
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
）	

岡
崎
五
人
衆
と
は
、
天
野
貞
有
、
植
村
新
八
、
林
藤
助
、
石
川
忠
輔
、
内
藤
義

清
で
あ
る
と
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
三
、
一
八
三
頁
に
記
載
が
あ

る
。

（
4
）	
義
清
が
西
光
寺
に
葬
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
三
河
国
井
田
野
の
西
光
寺

に
葬
る
」
と
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
三
の
一
八
三
頁
に
記
載
が
あ

る
。
義
清
夫
妻
の
墓
が
共
に
西
光
寺
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
再
選
御
系
譜

図 4　西本陣中根甚太郎家の上段間
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集
」（
内
藤
家
文
書
、
架
号
、
第
一
部
・
一
・
五
六
）
や
、「
再
選
御
系
譜
」（
内

藤
家
文
書
、
第
一
部
・
一
・
一
一
八
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
墓
の
形

態
が
「
御
先
祖
様
御
廟
所
三
州
引
合
一
件
帳
」（
内
藤
家
文
書
、
架
号
、
第
一

部
・
二
八
・
八
八
）
に
描
か
れ
て
お
り
、
宝
篋
印
塔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
5
）	
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
「
再
選
系
譜
」（
架
号
、
第
一
部
・
一
・

三
一
）、「
再
選
御
系
譜
」（
架
号
、
第
一
部
・
一
・
一
一
八
）。
こ
れ
ら
の
系
譜
を

作
成
し
た
頃
、
信
楽
院
は
無
住
で
あ
っ
た
。
本
文
に
引
用
し
た
記
載
に
続
き
「
当

時
無
住
忍
阿
院
兼
帯
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
充
真
院
が
来
訪
し
た
時
期
に
は
住
職

が
い
た
（
本
稿（
19
）頁
）。
そ
の
他
、
内
藤
家
文
書
の
「
御
鬼
録
」（
架
号
、
第
二

部
・
一
・
二
一
八
）
に
も
、
義
清
夫
妻
が
井
田
野
の
西
光
寺
に
葬
ら
れ
て
い
る
と

記
載
が
あ
る
。

（
6
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
西
光
寺
文
書
（
寄
託
史
料
）「
過
現
名
帳
」
史
料
番

号
二
（
三
―
二
）
に
よ
る
。

（
7
）	

大
樹
寺
の
過
去
帳
、
位
牌
に
関
し
て
も
註（
4
）の
「
再
選
御
系
譜
集
」「
再
選

御
系
譜
」
に
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜
に
も
「
大
樹
寺
塔
頭
信
楽
院
有
位

牌
、
当
時
無
住
忍
阿
院
兼
帯
」
と
あ
り
、
系
譜
を
作
成
し
た
頃
、
信
楽
院
は
無
住

で
忍
阿
院
が
兼
帯
し
て
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）	

清
長
に
つ
い
て
は
註（
5
）の
史
料
、
及
び
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十

三
、
一
八
三
頁
に
よ
る
。
重
清
・
清
長
の
墓
所
に
つ
い
て
は
、『
桜
井
村
史
』（
杢

原
利
一
編
、
昭
和
五
十
六
年
）
二
一
二
頁
、『
安
城
市
史
』（
安
城
市
史
編
さ
ん
委

員
会
、
復
刻
昭
和
五
十
七
年
）
二
五
八
～
九
頁
に
よ
る
。

（
9
）	

家
長
の
頃
に
三
河
の
地
を
離
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
新
訂　

寛
政
重
修
諸

家
譜
』
第
十
三
、
一
八
四
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
こ
の
年
（
神
崎
註
…
天
正

十
八
年
）
関
東
御
入
国
の
後
一
万
二
千
石
を
加
へ
ら
れ
、
上
総
国
天
羽
郡
に
を
い

て
二
万
石
を
領
し
、
佐
貫
城
に
住
す
。
十
九
年
桜
田
に
を
い
て
東
照
宮
御
杖
を
も

つ
て
邸
地
を
画
し
て
家
長
に
た
ま
は
る
。」
と
、
天
正
十
八
年
に
佐
貫
城
主
と
し

て
佐
貫
に
居
所
を
、
さ
ら
に
翌
十
九
年
（
一
五
八
一
）
に
家
康
か
ら
江
戸
屋
敷
を

桜
田
に
与
え
ら
れ
、
関
東
に
拠
点
を
移
し
た
。

（
10
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
西
本
陣
中
根
家
資
料
（
寄
託
史
料
）「
東
海
道
岡
崎

宿
家
並
図
」
史
料
番
号
七
。
な
お
、
西
本
陣
中
根
甚
太
郎
の
あ
っ
た
場
所
は
、
現

在
は
岡
崎
市
伝
馬
通
二
丁
目
で
あ
り
、
著
者
が
当
地
を
訪
れ
た
平
成
三
十
年
に
は

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
岡
崎
天
馬
通
店
が
建
っ
て
い
た
。

（
11
）	

西
本
陣
に
つ
い
て
は
、『
岡
崎
市
史　

第
三
巻
』（
柴
田
顯
正
編
、
昭
和
二
年
）

一
二
七
～
八
頁
と
そ
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
複
製
絵
図
の
「
伝
馬
町
家
順
間
口

書
」、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
六
二
九
頁
の
記
載
、
お
よ
び
六
三
〇
頁
に
掲

載
さ
れ
た
図
五
―
三
二
「
伝
馬
町
家
順
間
口
書
の
一
部
」
に
よ
る
。

（
12
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
西
本
陣
中
根
家
資
料
「
西
本
陣
絵
図
」
史
料
番
号
三

八
。
当
史
料
群
の
う
ち
、
こ
の
絵
図
は
寄
贈
史
料
で
あ
る
。

（
13
）	

中
根
家
が
古
く
か
ら
当
地
の
本
陣
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
岡

崎
市
史　

第
三
巻
』
一
二
七
頁
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
新
編
岡

崎
市
史　

近
世
三
』
六
三
六
頁
に
よ
る
。

（
14
）	

明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
「
再
選
系
譜
」、「
再
選
御
系
譜
」
に
よ

る
。
な
お
、
中
根
家
が
松
平
氏
の
配
下
の
一
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
新
編
岡
崎

市
史　

中
世
二
』
六
四
〇
頁
に
よ
る
。

（
15
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
西
本
陣
中
根
家
資
料
「
中
根
氏
大
系
図
」

（
史
料
番
号
三
〇
）
に
よ
る
。

（
16
）	

岡
崎
が
東
海
道
の
宿
場
町
で
あ
り
、
譜
代
大
名
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
。
大

名
家
が
本
多
氏
、
水
野
氏
、
松
平
（
松
井
）
氏
、
さ
ら
に
本
多
氏
と
変
遷
し
た
こ

と
は
、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
五
九
二
頁
に
記
載
が
あ
る
。

（
17
）	

明
大
翻
刻
本
、
二
六
頁
、
一
五
八
頁
。

（
18
）	

「
御
先
祖
様
御
廟
所
三
州
引
合
一
件
帳
」
は
内
藤
家
文
書
、
架
号
、
第
一
部
・

二
八
・
八
八
。
こ
の
調
査
に
関
す
る
書
類
を
一
件
袋
に
ま
と
め
て
保
存
し
て
い
た

こ
と
か
ら
も
、
内
藤
家
と
縁
が
薄
く
な
っ
て
い
た
三
河
国
の
菩
提
寺
に
関
す
る
調

査
の
成
果
を
以
後
大
切
に
保
管
し
、
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
三
河
国
の
菩
提
寺

と
の
関
係
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
19
）	

中
根
家
が
三
河
国
に
あ
る
内
藤
家
の
菩
提
寺
の
寺
務
を
担
当
し
た
一
例
を
あ
げ

る
と
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
四
日
に
暮
の
御
仏
供
料
を
納
め
た
こ
と

が
、「
万
覚
帳
」（
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
〔
架
号
、
第
一
部
・
七
・

一
四
〇
〕）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）	

部
屋
に
つ
い
て
は
註（
12
）の
絵
図
に
よ
る
。
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（
21
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
五
八
頁
。

（
22
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
の
文
久
二
年
十
一
月
「
末
山

塔
頭
諸
御
礼
式
」（
架
号
、
赤
一
五
一
）
に
大
樹
寺
の
末
寺
の
一
つ
と
し
て
西
光

寺
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
樹
寺
文
書
』
上
、
解
説
三
〇
頁
に
よ
る
と
、
西
光
寺

は
明
治
初
期
に
大
樹
寺
が
多
く
の
末
寺
を
失
っ
た
際
に
も
、
回
向
院
、
忍
阿
院
、

善
楊
院
、
真
如
院
、
慈
光
寺
と
共
に
、
山
内
末
寺
と
称
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

（
23
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
五
九
頁
。

（
24
）	

右
同
。

二　

西
光
寺
へ
滞
在

　

充
真
院
一
行
は
西
光
寺
に
五
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
七
泊
八
日
も
思
い
の
ほ

か
長
く
逗
留
し
た
。
五
月
一
日
の
昼
食
後
、
八
つ
―
午
後
二
時
―
過
ぎ
に

充
真
院
一
行
は
行
列
を
組
ん
で
、
西
本
陣
中
根
家
を
出
発
し
て
西
光
寺
を
目
指

し
た（

（
（

。
こ
こ
は
岡
崎
城
下
で
あ
り
、
し
か
も
中
根
家
は
東
海
道
沿
い
に
あ
る
の

で
供
揃
え
を
し
て
行
列
で
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
西
光
寺
は
西
本
陣
中
根
家
か

ら
北
に
位
置
す
る
鴨
田
村
井
田
野
に
あ
る
。
鴨
田
村
は
大
樹
寺
領
で
あ
る（

（
（

。
岡

崎
の
城
下
町
を
通
過
す
る
と
田
道
―
畦
道
―
を
出
て
し
ば
ら
く
歩
を
進
め

る
と
、
木
曽
街
道
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
分
か
れ
道
と
な
る
。

　

西
光
寺
へ
向
か
う
際
、
天
気
が
と
て
も
良
か
っ
た
。
充
真
院
は
「
こ
と
〳
〵

天
気
も
よ
く
て
、
お
し
き
事
、
つ
ふ
や
き
つ
ゝ
行
」
と
、
た
い
へ
ん
天
気
が
良

い
の
で
、
江
戸
に
向
か
っ
て
旅
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し

い
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
西
光
寺
を
め
ざ
し
た
。
西
光
寺
に
行
く
途
中
で
、
充

真
院
は
西
光
寺
と
大
樹
寺
の
本
末
関
係
に
つ
い
て
、
少
し
思
い
を
め
ぐ
ら
し

た（
（
（

。

　

充
真
院
は
西
光
寺
の
敷
地
に
入
る
際
、
ま
ず
石
段
を
一
間
―
約
一
八
〇

糎
―
程
も
登
る
と
門
が
あ
っ
た
。
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
に
寺
の
建
物
に
庭
口

の
様
な
所
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
あ
が
る
と
す
ぐ
に
入
側
―
畳
が
引
い
て
あ
る

廊
下
―
が
あ
り
、
八
畳
間
が
二
つ
続
い
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
い
る
。
充

真
院
が
招
か
れ
た
建
物
は
充
真
院
が
描
い
た
挿
絵
（
図
５
）
の
説
明
に
「
本
堂

へ
行
口
」、
す
な
わ
ち
本
堂
に
行
く
入
口
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
堂
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
室
内
の
造
り
か
ら
、
こ
の
建
物
は
書
院
で
あ
る
。

　

実
は
、
充
真
院
が
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
書
院
は
建
て
直
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
。
し
か
も
、
玄
関
は
未
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
庭
口
の
よ
う

な
所
か
ら
入
室
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
件
に
つ
い
て
充
真
院
は
「
此
寺
の
普
請図 5　西光寺座敷間取り図
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は
近
比
な
せ
る
よ
し
に
て
、
玄
関
は
い
ま
た
出
来
す
」
と
記
し
て
い
る（

（
（

。

　

そ
し
て
、「
定
め
し
古
寺
な
ら
ん
と
思
へ
る
所
、
さ
な
く
て
、
新
し
く
行

と
ゝ
き
た
る
事
い
わ
ん
方
な
く
き
れ
ゐ
、
こ
み
一
つ
な
く
」
と
、
た
い
へ
ん
古

び
れ
た
寺
の
建
物
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
意
外
に
も
古
び
て
お
ら
ず
新

し
く
、
手
入
れ
が
行
き
届
き
き
れ
い
だ
っ
た
。
尤
も
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
充
真
院
が
来
訪
す
る
こ
と
と
な
り
、
西
光
寺
が
事
前
に
入
念
に

掃
除
を
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
西
光
寺
の
建
物
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
少
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
充

真
院
は
到
着
し
た
時
に
目
に
し
た
は
ず
の
本
堂
の
様
子
を
特
に
記
し
て
い
な

い
。
本
堂
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
に
再
建
さ
れ
て
お
り
、
充
真
院
が

訪
れ
た
時
に
十
二
年
を
経
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た（

（
（

。
充
真
院
は
西
光
寺
を
創
建
が

古
い
と
認
識
し
て
い
た
が
、
そ
の
本
堂
も
再
建
さ
れ
て
さ
ほ
ど
時
を
経
て
い
な

い
の
で
、
古
色
を
帯
び
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

充
真
院
が
案
内
さ
れ
た
書
院
は
二
階
建
て
で
、
部
屋
が
新
し
い
う
え
手
入
れ

が
行
き
届
き
清
潔
で
、
し
か
も
風
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
屋
を
見
て
、
充
真
院

は
た
い
へ
ん
気
に
入
っ
た
。「
せ
ま
き
な
か
ら
も
是
に
て
は
随
分
逗
留
し
て
も

よ
し
と
思
ひ
」
と
、
部
屋
が
狭
い
も
の
の
長
逗
留
し
て
も
良
い
と
思
っ
た
。
第

一
印
象
が
実
に
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

充
真
院
は
書
院
内
を
あ
れ
こ
れ
と
観
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
一
階
で
あ
る
。

床
の
間
に
は
二
幅
の
掛
軸
と
七
福
神
の
一
人
で
あ
る
寿
老
人
の
置
物
が
台
に
乗

せ
て
あ
る
。
違
い
棚
に
は
脇
息
と
広
蓋
が
置
い
て
あ
る
。
入
側
に
は
茶
道
具
が

備
え
て
あ
る
。
縁
側
の
方
に
は
、
風
呂
や
用
所
―
厠
―
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
水
を
使
用
す
る
場
所
に
、
清
ら
か
な
湯
を
二
種
類
用
意
し
て
あ
る
。
向
こ
う

側
に
は
、
格
子
が
あ
り
中
高
な
高
さ
の
流
し
を
備
え
、
手
拭
を
置
く
た
め
の
角

に
棚
を
つ
け
て
あ
る
。
風
呂
場
に
は
、
着
物
を
置
く
棚
が
あ
り
、
敷
物
と
し
て

毛
氈
を
用
意
し
て
あ
る
。「
心
附
た
る
と
て
、
か
る
石
迄
有
も
お
か
し
」
と
、

寺
側
が
軽
石
ま
で
配
慮
し
て
用
意
し
た
様
子
を
目
に
し
て
、
充
真
院
は
愉
快
に

感
じ
た
。

　

次
は
二
階
で
あ
る
。
階
段
は
二
箇
所
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
階
段
を
上
が
る
と

縁
が
あ
る
。
そ
の
右
側
は
涼
ん
だ
り
物
干
し
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
そ

の
上
に
は
藤
棚
が
設
け
て
あ
る
。
藤
棚
は
日
よ
け
の
た
め
で
あ
る
が
風
情
の
あ

る
造
り
で
あ
り
、
短
歌
を
詠
み
た
く
な
る
よ
う
な
心
地
が
し
た
。

　

向
い
に
は
閼
伽
棚
が
あ
り
、
左
側
の
座
敷
の
正
面
に
内
仏
が
祀
ら
れ
、
そ
の

横
の
床
の
間
に
掛
軸
と
花
が
置
い
て
あ
る
。
二
之
間
は
、
縁
側
が
あ
り
、
簾
を

か
け
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
お
茶
を
た
て
る
ら
し
く
、
水
屋
ら
し
い
も
の
が
備
え

て
あ
る
。
一
階
と
二
階
の
部
屋
を
充
真
院
は
御
付
の
者
た
ち
と
眺
め
て
歩
い
た

後
に
、「
上
下
と
も
に
其
き
れ
ゐ
、
ち
り
一
ツ
も
な
く
、
手
の
と
ゝ
き
た
る
事

い
わ
ん
か
た
な
く
、
雨
戸
の
さ
ん
に
迄
も
こ
み
な
く
、
明
た
て
も
す
ら
〳
〵
と

出
来
、
皆
々
悦
候
」
と
、
一
階
も
二
階
も
共
に
き
れ
い
で
ち
り
一
つ
無
く
、
掃

除
な
ど
手
入
れ
が
徹
底
し
て
い
る
様
子
は
言
葉
に
出
来
な
い
程
で
あ
っ
た
と
感

想
を
記
し
て
い
る
。
し
か
も
雨
戸
の
さ
ん
に
も
ご
み
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
滑
ら

か
に
開
け
閉
め
が
で
き
る
の
で
、
皆
で
喜
ん
だ
と
い
う
。
開
閉
の
良
さ
に
つ
い

て
充
真
院
は
そ
の
理
由
を
考
え
、「
是
は
大
工
の
よ
き
か
、
木
之
よ
き
か
、
い

つ
れ
持
合
し
物
成
へ
し
」
と
、
大
工
の
技
術
が
良
い
、
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
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材
木
の
質
が
良
い
の
で
あ
ろ
う
と
書
き
留
め
た（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
充
真
院
の
知
的
な
個
性
の
一
つ
と
し
て
、
建
物
の
間
取
り
に
た

い
へ
ん
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
初
め
て
の
転
居
の
旅
に
つ
い
て
ま
と
め

た
紀
行
文
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
』
に
挿
絵
と
し
て
度
々
、
間
取
り
図

が
描
か
れ
て
い
た（

（
（

。
実
は
西
光
寺
の
建
物
内
に
つ
い
て
も
、
充
真
院
は
間
取
り

図
を
描
い
た
。
そ
れ
が
前
掲
の
図
５
で
あ
る（

（
（

。

　

滞
在
中
の
部
屋
割
り
は
、
充
真
院
が
書
院
の
一
階
、
御
付
の
女
性
た
ち
が
書

院
の
二
階
、
男
性
の
随
行
員
は
本
堂
を
使
用
し
た
。「
本
堂
之
方
に
弥
学
、
医

抔
居
候
、
重
役
初
は
次
之
方
に
こ
た
〳
〵
致
居
」
と
、
本
堂
を
充
真
院
と
光
姫

（
同
行
し
て
い
る
孫
）
の
御
用
掛
で
あ
る
今
西
弥
学
長
嘉（

（
（

や
医
師
の
喜
多
尚
格

ら
が
使
い
、
御
里
付
重
役
の
大
泉
市
右
衛
門
明
影
は
当
初
は
次
の
間
を
用
い

た
。

　

寺
域
に
は
地
蔵
堂
、
さ
ら
に
「
御
昔
様
御
縁
有
て
参
詣
せ
よ
と
の
事
哉
」、

す
な
わ
ち
内
藤
家
の
先
祖
―
義
清
夫
妻
―
の
墓
が
あ
る
の
で
参
拝
す
る
よ

う
に
勧
め
ら
れ
た
が
、
も
は
や
夕
刻
を
過
ぎ
時
間
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
、
こ
の
日
は
見
合
わ
せ
た
。
充
真
院
は
西
光
寺
の
住
職
に
初
め
て
会
い
、
お

菓
子
を
贈
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
思
い
め
ぐ
ら
し
た
後
、
風
呂
に

入
り
就
寝
し
た
と
い
う
。

　

な
お
、
充
真
院
が
西
光
寺
の
内
藤
家
墓
所
を
参
拝
す
る
の
は
、
五
月
五
日
の

こ
と
で
あ
る
。
参
拝
後
に
寺
域
に
あ
る
芭
蕉
の
名
句
「
夏
草
や
つ
は
も
の
共
の

夢
の
あ
と
」
の
句
碑
を
見
て
、
そ
の
後
千
人
塚
を
参
拝
す
る
こ
と
と
な
る（
（1
（

。

（
１
）	

西
光
寺
の
あ
る
地
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、
現
在
の
様
子
を
少
し
ふ
れ

て
お
こ
う
。
西
光
寺
は
平
地
の
中
の
小
高
い
山
の
頂
上
に
あ
る
。
か
な
り
急
な
坂

を
登
る
。
こ
の
寺
の
周
囲
は
、
現
在
は
住
宅
地
で
あ
る
。
充
真
院
が
見
た
こ
の
周

辺
の
景
色
は
田
で
あ
る
。
現
在
の
地
形
か
ら
も
、
そ
の
形
跡
が
し
の
ば
れ
る
。
小

高
い
位
置
に
あ
る
西
光
寺
の
周
囲
は
平
地
で
あ
り
、
直
ぐ
北
の
道
路
を
越
え
る
と

直
ぐ
に
ゆ
る
や
か
に
一
段
高
く
な
る
。
現
在
の
地
名
は
鴨
田
町
深
田
で
あ
り
、
ま

さ
に
か
つ
て
は
田
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
地
名
に
名
残
と
し
て
存
す
る
の
で
あ

る
。

（
2
）	

西
光
寺
が
大
樹
寺
領
の
鴨
田
村
に
あ
る
こ
と
は
、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵

（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
の
慶
応
元
年
六
月
「
献
金
連
名
帳
」（
架
号
、
赤
一
六
〇
）

の
記
載
か
ら
確
認
し
た
。
当
村
の
井
田
野
で
あ
る
こ
と
は
、『
新
訂　

寛
政
重
修

諸
家
譜
』
第
十
三
、
一
八
三
頁
に
よ
る
。

（
3
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
五
九
頁
。
な
お
、
以
下
の
引
用
で
、
五
月
一
日
の
場
合
は
、

特
記
無
き
限
り
同
頁
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）	

充
真
院
は
西
光
寺
が
新
築
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
五
月
五
日
の
箇
所
に

記
し
て
い
る
。
明
大
翻
刻
本
で
は
一
六
二
頁
で
あ
る
。

（
5
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
西
光
寺
文
書
と
共
に
棟
札
が
二
点
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
嘉
永
六
年
三
月
の
棟
札
に
「
奉
再
建
本
堂
一
宇
」
と
あ
る
。
な
お
、

鐘
楼
も
再
建
で
あ
り
、
天
保
十
二
年
三
月
の
棟
札
に
「
奉
再
建
鐘
楼
一
基
」
と
あ

る
。

（
6
）	

室
内
が
清
潔
な
こ
と
、
雨
戸
の
開
け
閉
め
が
滑
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
五
月

一
日
と
同
五
日
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
引
用
の
前
者
は
一
日
で
明
大
翻

刻
本
の
一
五
九
頁
で
あ
る
。
後
者
の
引
用
は
五
日
で
明
大
翻
刻
本
で
は
一
六
三
頁

で
あ
る
。
後
者
の
引
用
は
、「
雨
戸
し
む
れ
は
、
さ
ん
に
一
ツ
も
ち
り
な
く
、
す

ほ
る
と
締
り
、
一
枚
〳
〵
に
さ
る
お
り
る
様
に
し
て
」
と
い
う
文
に
続
い
て
い

る
。

（
7
）	
神
崎
直
美
『
幕
末
大
名
夫
人
の
知
的
好
奇
心
―
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真

院
―
』（
岩
田
書
院
、
平
成
二
十
八
年
）
一
二
一
頁
。
以
後
、
本
書
に
つ
い
て

は
「
前
掲
拙
著
」
と
略
記
す
る
。

（
8
）	

こ
の
挿
絵
は
明
大
翻
刻
本
で
は
一
連
の
文
章
よ
り
も
少
し
離
れ
て
一
五
七
頁
に
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掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）	

今
西
弥
学
長
嘉
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
「
下
士
以

上
由
緒
書
」（
架
号
、
第
一
部
・
三
〇
・
五
（
一
））
に
よ
る
。
元
治
元
年
（
一
八

六
四
）
二
月
二
十
一
日
か
ら
充
真
院
・
光
姫
・
鐘
之
助
（
政
義
の
四
男
）
ら
の
御

用
掛
に
就
任
し
た
。

（
10
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
三
頁
。
千
人
塚
、
別
名
、
大
衆
塚
は
現
在
、
寺
の
本
堂
か

ら
す
ぐ
南
の
住
宅
地
内
に
あ
る
が
、
こ
の
周
辺
一
体
も
か
つ
て
は
西
光
寺
の
敷
地

内
で
あ
っ
た
。

三　

大
樹
寺
参
拝
（
一
）
―
御
霊
屋
・
松
平
家
墓
所
―

　

翌
五
月
二
日
に
充
真
院
は
大
樹
寺
を
参
拝
し
た
。
午
前
中
の
う
ち
に
「
今
日

は
東
照
宮
を
初
、
御
先
祖
御
墓
参
り
せ
は
や
と
申
出
し
候
所
」
と
、
東
照
宮
、

す
な
わ
ち
徳
川
家
康
を
は
じ
め
、
内
藤
家
の
先
祖
の
お
墓
参
り
を
し
た
い
と
、

大
樹
寺
に
申
し
出
た（

（
（

。
昼
過
ぎ
に
大
樹
寺
か
ら
訪
問
を
承
知
す
る
旨
、
連
絡
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
充
真
院
ら
が
訪
問
の
準
備
を
し
て
い
る
時
に
、
大
樹
寺
塔

頭
の
信
楽
院
に
「
御
先
祖
様
御
い
は
た（
い
）計
は
こ
の
方
に
有
と
の
事
に
て
」
と
、

内
藤
家
の
先
祖
の
墓
は
無
い
が
、
位
牌
だ
け
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
か
つ
て
内
藤
家
の
先
祖
が
信
楽
院
に
宿
泊
し
た
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
信
楽
院
に
土
産
と
し
て
、
お
菓
子
を
持
参
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

出
発
前
か
ら
段
々
と
雲
が
出
て
き
て
空
模
様
が
怪
し
く
な
り
、
九
つ
―
昼

の
十
二
時
頃
―
か
ら
と
う
と
う
小
雨
が
降
り
始
め
た
が
、
雨
具
を
使
う
程
で

は
な
く
、
笠
を
被
っ
て
し
の
げ
そ
う
だ
っ
た
。
宿
泊
地
の
西
光
寺
の
下
か
ら
大

樹
寺
ま
で
の
距
離
は
わ
ず
か
三
町
―
三
三
〇
㍍
程
―
な
の
で
、
充
真
院
ら

は
徒
歩
で
大
樹
寺
に
行
く
こ
と
に
し
た（

（
（

。
周
囲
に
は
農
民
の
家
が
少
し
あ
る
も

の
の
、
田
ば
か
り
が
広
が
る
寂
し
い
道
を
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
際
に
、
西
光

寺
の
住
職
が
充
真
院
一
行
の
先
頭
に
立
ち
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
た
。

　

充
真
院
ら
は
大
樹
寺
の
惣
門
に
到
着
し
た（

（
（

。
惣
門
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
に

よ
る
伽
藍
大
造
営
の
折
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
に
建
立
さ
れ
た
。
様
式

は
三
間
一
戸
の
薬
医
門
で
、
総
欅
造
り
で
あ
る
。
屋
根
は
切
妻
造
で
本
瓦
葺
で

あ
る
。
木
組
み
も
派
手
で
あ
り
、
大
寺
院
の
惣
門
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
姿
で
あ

る
。
な
お
、
惣
門
と
山
門
、
さ
ら
に
本
堂
は
一
直
線
上
に
あ
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
充
真
院
は
惣
門
を
見
て
「
門
は
り
つ
は
て
も
な
く
」
と
、
惣
門
が

立
派
で
は
な
い
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
尤
も
惣
門
と
し
て
は
違
和
感
の
な
い

大
き
さ
で
あ
る
。
充
真
院
の
こ
の
感
想
は
、
参
拝
し
た
当
時
、
惣
門
が
経
年
変

化
に
よ
り
外
観
が
古
び
て
見
え
た
、
さ
ら
に
は
痛
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。

　
「
少
し
入
と
左
手
に
神
君
様
御
旗
か
け
の
松
有
」
と
、
惣
門
か
ら
寺
内
に
入

り
少
し
進
む
と
左
側
に
徳
川
家
康
所
縁
の
旗
か
け
の
松
が
あ
っ
た
。
こ
の
松
は

「
今
は
大
樹
と
成
て
、
枝
は
東
へ
〳
〵
と
向
て
、
緑
し
け
る
と
の
事
」
と
あ
る

よ
う
に
、
大
木
で
枝
が
東
側
に
向
か
っ
て
伸
び
茂
っ
て
い
た
と
い
う
。
趣
の
あ

る
枝
振
り
で
、
葉
が
豊
か
で
見
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
少
し
進
む
と
山
門
に
到
着
し
た
。
こ
の
山
門
も
三
代
将
軍
家
光
に
よ

る
大
造
営
の
折
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
に
建
立
し
た
。
重
層
の
楼
門
で

屋
根
は
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
で
あ
る（

（
（

。
充
真
院
は
山
門
を
見
上
げ
扁
額
を
目
に

し
て
、「
山
門
大
樹
と
勅
額
に
て
ひ
か
〳
〵
と
し
て
」
と
記
し
た
。
山
門
の
楼
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上
に
「
大
樹
寺
」
と
後
奈
良
天
皇
宸
筆
の
勅
額
が
掲
げ
て
あ
り
、
額
面
の
金
地

が
ぴ
か
ぴ
か
と
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

山
門
を
通
過
し
て
か
ら
、
充
真
院
は
東
照
宮
御
霊
屋
、
台
徳
院
御
霊
屋
、
成

烈
院
御
霊
屋
な
ど
三
つ
の
御
霊
屋
と
、
松
平
家
の
墓
所
を
順
に
参
拝
し
た
。
三

つ
の
御
霊
屋
は
現
在
し
な
い
が
、
図
６
の
よ
う
に
か
つ
て
は
東
照
宮
御
霊
屋
と

台
徳
院
御
霊
屋
が
本
堂
の
西
側
、
そ
れ
ら
の
南
側
に
成
烈
院
御
霊
屋
が
、
い
ず

れ
も
寺
域
の
西
側
に
建
っ
て
い
た（

（
（

。

　

さ
て
、
充
真
院
が
当
寺
で
一
番
に
参
拝
し
た
の
は
東
照
宮
御
霊
屋
、
す
な
わ

ち
徳
川
家
康
の
御
霊
屋
で
あ
る
。
山
門
の
下
を
通
過
し
て
さ
ら
に
本
堂
に
向

か
っ
て
進
み
、
西
に
あ
る
門
を
く
ぐ
る
と
、
東
照
宮
御
霊
屋
が
あ
る
。
こ
の
霊

屋
を
見
た
充
真
院
は
、「
東
照
宮
御
み
や
は
是
よ
り
至
て
御
麁
抹
」
と
、
立
派

な
山
門
に
比
べ
る
と
家
康
の
御
霊
屋
は
た
い
へ
ん
粗
末
に
感
じ
た
。
そ
こ
に
居

た
寺
の
者
か
ら
、
縁
側
に
上
が
り
拝
む
よ
う
言
わ
れ
、
縁
に
あ
が
り
建
物
内
を

見
つ
め
た
。
し
か
し
充
真
院
は
「
例
の
眼
気
な
く
に
拝
す
る
も
む
つ
か
し
く
、

御
開
帳
さ
へ
も
無
故
、
何
か
い
や
に
成
、
そ
こ
〳
〵
に
出
行
は
」
と
、
い
つ
も

な
が
ら
老
齢
ゆ
え
の
弱
い
視
力
な
の
で
よ
く
見
え
ず
、
拝
む
こ
と
さ
え
難
し

く
、
さ
ら
に
寺
の
者
が
御
開
帳
す
ら
し
て
く
れ
な
い
の
で
な
ん
と
な
く
嫌
に
な

り
、
簡
単
に
参
拝
を
終
え
た
。

　

次
に
参
拝
し
た
の
は
、
台
徳
院
―
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
―
の
御
霊
屋
で

あ
る
。
こ
の
建
物
も
充
真
院
は
粗
末
に
感
じ
た
。「
二
代
様
御
た
ま
や
と
て
、

是
も
芝
よ
り
は
何
事
に
よ
ら
す
悪
く
」
と
、
江
戸
の
芝
に
あ
る
増
上
寺
の
御
霊

屋
と
比
較
す
る
と
何
も
か
も
劣
る
と
思
っ
た（

（
（

。
参
拝
の
仕
方
は
、
ま
た
も
や
充

真
院
に
と
っ
て
不
本
意
で
あ
っ
た
。「
又
、
今
の
様
に
拝
す
計
、
よ
く
も
見
せ

く
れ
ま
し
と
思
ひ
乍
、
は
き
物
を
ぬ
け
よ
と
の
事
」
と
、
こ
こ
も
先
の
東
照
宮

と
同
じ
よ
う
に
縁
に
あ
が
り
建
物
内
を
向
い
て
拝
む
だ
け
で
あ
り
、
内
部
の
様

子
を
丁
寧
に
は
見
せ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
縁
に
あ
が
る
入 図 6　大樹寺御霊屋と方丈 （左の上右が東照宮、 上左が台徳院、 下が成烈院の御霊屋）
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り
口
で
履
物
を
脱
ぐ
よ
う
促
さ
れ
た
。

　

履
物
を
脱
い
で
入
り
口
に
足
を
踏
み
出
す
と
、「
御
ご
さ
は
雨
に
て
大
ぬ
れ

の
所
、
や
う
〳
〵
つ
ま
立
行
」
と
、
敷
い
て
あ
っ
た
茣
蓙
が
雨
で
ず
ぶ
濡
れ

で
、
充
真
院
は
水
び
た
し
の
所
を
避
け
な
が
ら
か
ろ
う
じ
て
爪
先
立
ち
で
進
ん

だ
。
な
お
、
先
の
東
照
宮
御
霊
屋
と
同
様
の
状
況
で
は
参
拝
し
て
も
つ
ま
ら
な

い
と
思
い
、
縁
に
上
が
ら
ず
拝
ん
だ
。
僧
が
二
人
い
た
が
座
っ
て
控
え
て
い
る

だ
け
で
、
縁
に
上
が
る
よ
う
声
を
か
け
も
し
な
い
。
充
真
院
は
早
々
に
こ
の
御

霊
屋
を
後
に
し
た
。

　

秀
忠
の
御
霊
屋
の
南
側
の
椀
木
門
を
通
る
と
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
御
霊
屋
が

あ
り
、
門
が
あ
っ
た
。
こ
の
御
霊
屋
は
誰
を
お
祀
り
し
て
い
る
の
か
、
充
真
院

は
具
体
的
に
記
し
て
い
な
い
が
、
成
烈
院
―
松
平
家
八
代
目
の
広
忠
―
の

御
霊
屋
―
で
あ
る（
（1
（

。
充
真
院
は
こ
れ
以
上
足
が
濡
れ
る
の
も
嫌
で
あ
る
し
、

十
分
に
見
せ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
門
の
所
か
ら
拝
む
だ
け
に
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
先
に
参
拝
し
た
家
康
と
秀
忠
の
御
霊
屋
の
間
の
道
を
北
に
進

み
、
松
平
氏
の
墓
所
に
つ
い
た（
（1
（

。
こ
の
墓
所
は
寺
内
の
北
西
に
あ
る
。「
黒
板

へ
い
に
て
、
御
門
有
、
内
に
は
御
八
代
様
の
御
墓
と
て
八
ツ
あ
れ
と
も
、
至
て

御
そ
ま
つ
に
し
て
」
と
黒
塀
で
囲
ま
れ
た
墓
所
は
、
門
―
御
廟
門
―
の
向

こ
う
に
松
平
氏
八
人
の
墓
石
が
あ
る
が
、
た
い
へ
ん
粗
末
な
墓
石
で
あ
る
と
、

充
真
院
は
感
想
を
記
し
て
い
る
。
充
真
院
が
目
に
し
た
松
平
家
の
墓
石
八
基
と

は
、
初
代
親
氏
・
二
代
泰
親
、
三
代
信
光
の
宝
筐
印
塔
三
基
と
、
四
代
親
忠
・

五
代
長
親
・
六
代
信
忠
・
七
代
清
康
の
五
輪
塔
四
基
、
八
代
広
忠
の
無
縫
塔
一

基
の
こ
と
で
あ
る（
（1
（

。

　

充
真
院
は
「
こ
ゝ
も
雨
に
て
こ
ま
り
候
ま
ゝ
、
御
門
迄
に
て
帰
り
」
と
、
墓

所
内
に
入
ら
ず
御
廟
門
か
ら
墓
所
内
を
眺
め
て
拝
む
に
と
ど
め
た
。
そ
れ
で
も

充
真
院
は
、
御
廟
門
か
ら
こ
れ
ら
の
墓
の
大
き
さ
を
確
認
し
た
。「
中
て
大
き

な
る
か
、
わ
つ
か
一
間
計
、
段
々
ち
い
さ
き
の
も
有
て
」
と
、
一
番
大
き
い
も

の
で
も
わ
ず
か
一
間
―
約
一
八
〇
糎
―
程
で
、
他
の
墓
は
そ
れ
よ
り
も
小

さ
い
と
記
し
た
。
墓
と
い
う
と
、
充
真
院
は
江
戸
に
居
住
し
て
い
た
頃
に
、
鎌

倉
の
光
明
寺
に
あ
る
内
藤
家
墓
地
の
見
上
げ
る
ば
か
り
の
宝
筐
印
塔
や
、
実
家

で
あ
る
井
伊
家
の
世
田
谷
に
あ
る
豪
徳
寺
の
墓
所
を
参
拝
し
て
実
際
に
見
て
い

る（
（1
（

。
こ
れ
ら
が
充
真
院
の
墓
石
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
ゆ
え
に
、
松
平
一
族
の
墓
は
充
真
院
が
認
識
し
て
い
る
大
名
家
の
墓
と
較

べ
る
と
、
小
さ
く
数
も
少
な
く
、
さ
ら
に
敷
地
も
狭
い
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
〇
頁
。
以
後
、
本
章
で
注
記
無
き
引
用
は
同
頁
で
あ
る
。

（
2
）	

信
楽
院
の
位
置
は
大
樹
寺
内
の
鐘
楼
の
東
側
で
あ
っ
た
。
現
在
、
大
樹
寺
保
育

園
が
あ
る
あ
た
り
で
あ
る
。

（
３
）	

充
真
院
の
記
述
に
は
無
い
が
、
西
光
寺
か
ら
大
樹
寺
へ
向
か
う
経
路
の
現
状
に

つ
い
て
、
少
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
西
光
寺
か
ら
坂
を
下
り
、
北
に
進
む
と
灯

篭
が
左
右
に
二
基
あ
る
。
鴨
田
天
満
宮
の
参
道
で
あ
る
。
こ
こ
を
少
し
進
み
、
途

中
で
西
に
曲
が
り
さ
ら
に
少
し
進
む
と
大
樹
寺
小
学
校
の
南
側
に
、
か
つ
て
の
大

樹
寺
の
惣
門
が
そ
の
ま
ま
の
位
置
に
あ
る
。
惣
門
か
ら
北
を
な
が
め
る
と
、
大
樹

寺
の
山
門
が
正
面
に
見
え
る
。
こ
こ
ま
で
お
よ
そ
七
、
八
分
で
到
着
す
る
。

（
4
）	

こ
の
惣
門
は
、
現
在
、
大
樹
寺
小
学
校
の
南
側
に
建
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
明
治
時
代
に
大
樹
寺
の
惣
門
か
ら
山
門
の
前
ま
で
の
土
地
を
手
放
し
、
そ
こ

に
広
元
学
校
が
建
設
さ
れ
た
が
、
惣
門
は
か
つ
て
の
位
置
に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

た
。
惣
門
の
位
置
が
全
く
移
動
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

建
造
物
編
一
八
』
の
一
〇
二
頁
に
あ
る
。
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（
5
）	

惣
門
に
つ
い
て
は
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
九
三
頁
や
『
新
編
岡
崎
市
史　

建
造
物

編
一
八
』
の
一
〇
二
～
三
頁
に
説
明
が
あ
る
。
な
お
、
現
存
す
る
惣
門
は
寛
永
の

大
造
営
の
折
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

（
6
）	
山
門
に
つ
い
て
は
、『
大
樹
寺
の
歴
史
』
五
四
～
五
頁
と
九
三
頁
、『
新
編
岡
崎

市
史　

建
造
物
編
一
八
』
の
一
〇
三
～
五
頁
、「
大
樹
寺
の
し
お
り
」（
発
行
・
大

樹
寺
）
に
よ
る
。
こ
の
山
門
も
寛
永
の
大
造
営
で
建
立
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
県

指
定
文
化
財
で
あ
る
。

（
7
）	

額
面
が
金
地
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
作
成
に
際
し
て
大
樹
寺
に
行
き
確
認
し

た
。
扁
額
は
現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（「
大
樹
寺
の
し
お
り
」）。

（
8
）	

東
照
宮
御
霊
屋
を
は
じ
め
、
本
稿
で
充
真
院
が
参
拝
し
た
経
路
を
追
う
に
際
し

て
、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
一
〇
五
四
頁
の
図
七
―
二
八
「
大
樹
寺
復
元

図
」、『
大
樹
寺
文
書
』
下
の
九
頁
「
大
樹
寺
寺
内
図
」、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
所

蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
「
御
八
箇
所
之
絵
図
（
大
樹
寺
全
図
）」（
架
号
、
赤
五

七
七
）
の
記
載
を
参
考
に
し
て
補
な
っ
た
。「
御
八
箇
所
之
絵
図
（
大
樹
寺
全
図
）」

は
図
５
と
し
て
本
文
中
に
掲
載
し
た
。

（
9
）	

こ
の
引
用
部
分
か
ら
、
充
真
院
は
か
つ
て
江
戸
に
住
ん
で
い
た
頃
に
、
芝
に
あ

る
増
上
寺
の
秀
忠
の
御
霊
屋
を
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
参
拝
の
時
期
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

（
10
）	

成
烈
院
御
霊
屋
に
つ
い
て
は
、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
一
〇
五
四
頁
の

図
七
―
二
八
「
大
樹
寺
復
元
図
」
に
よ
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
松
平
広

忠
の
三
〇
〇
回
忌
に
朝
廷
か
ら
成
烈
院
と
い
う
院
号
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
、
嘉
永
五
年
十
月
（
一
八
五
二
）
に
御
霊
屋
が
完
成
し
た
と
い
う
（
右
同

書
、
一
〇
五
五
頁
）。
こ
の
御
霊
屋
へ
の
門
が
椀
木
門
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
「
御
八
箇
所
之
絵
図
（
大
樹
寺

全
図
）」（
架
号
、
赤
五
七
七
）
で
確
認
し
た
。

（
11
）	

松
平
氏
の
墓
所
、
す
な
わ
ち
廟
所
は
、
松
平
氏
の
四
代
親
忠
が
先
祖
で
あ
る
三

代
前
の
墓
を
移
築
し
て
創
建
し
た
。
後
に
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
が
修
復
・
再
建

し
た
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
廟
所
は
現
在
、
市
指
定
史
蹟
で
あ
る
（「
大
樹
寺
の

し
お
り
」）。

（
12
）	

松
平
氏
の
墓
石
に
つ
い
て
は
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
の
一
〇
五
頁
に
記
載
が
あ

る
。
な
お
、
現
在
は
こ
れ
ら
の
墓
石
の
他
に
昭
和
四
十
四
年
に
建
立
さ
れ
た
家
康

の
墓
も
あ
る
。

（
13
）	

充
真
院
は
内
藤
家
の
光
明
寺
墓
地
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
年
に
訪
れ
て
い

る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
神
崎
直
美
「
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
鎌
倉
旅

行
―
光
明
寺
廟
所
参
拝
と
名
所
め
ぐ
り
―
」（『
城
西
人
文
研
究
』
第
三
〇

巻
、
平
成
二
十
一
年
）
で
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
前
掲
拙
著
、
一
八
～
一
九
頁

で
簡
単
に
ふ
れ
た
。

四　

大
樹
寺
参
拝
（
二
）
―
大
方
丈
・
信
楽
院
―

　

雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
充
真
院
は
寺
域
の
北
西
の
区
域
に
あ
る
三
棟
の
御

霊
屋
の
参
拝
を
終
え
て
、
よ
う
や
く
方
丈
に
む
か
っ
た
。
充
真
院
は
本
堂
と
庫

裏
の
間
を
通
り
、
玄
関
か
ら
方
丈
に
あ
が
っ
た
。
ま
ず
、
東
照
宮
を
お
祀
り
し

て
い
る
所
―
小
方
丈
―
を
拝
み
、
さ
ら
に
廊
下
を
通
り
大
方
丈
（
図
７
）

の
座
敷
に
招
か
れ
た
。
充
真
院
は
こ
れ
か
ら
大
方
丈
の
障
壁
画
を
目
に
す
る
こ

と
と
な
る
。
こ
こ
で
こ
の
障
壁
画
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
こ
う
。

　

充
真
院
は
障
壁
画
を
描
い
た
絵
師
に
つ
い
て
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は

こ
の
襖
絵
は
冷
泉
為
恭
（
岡
田
為
恭
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。
京
都
の
狩

野
家
の
出
で
あ
る
が
、
狩
野
派
よ
り
も
古
大
和
絵
を
学
び
、
幕
末
に
大
和
絵
師

と
し
て
活
躍
し
た
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
安
政
の
大
樹
寺
大
火
災
後
に
再
建
し

た
大
方
丈
の
障
壁
画
を
、
同
四
年
（
一
八
五
七
）
に
三
十
四
歳
で
完
成
さ
せ

た
。
こ
の
障
壁
画
は
為
恭
の
代
表
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
為
恭
は
勤
皇

思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
五
日
に
佐
幕
派
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と
疑
わ
れ
て
暗
殺
さ
れ
た
。
充
真
院
は
為
恭
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
て
か
ら
一
年

後
に
こ
の
絵
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
充
真
院
は
大
方
丈
の
応
接
部
屋
の
一
つ
で
あ
る
鶴
之
間
に
案
内
さ
れ

た
。
鶴
之
間
は
大
方
丈
の
応
接
部
屋
と
し
て
三
之
間
―
格
の
高
さ
が
三
番

目
―
に
相
当
し
、
三
十
五
万
石
以
上
の
大
名
が
通
さ
れ
る
控
の
間
で
あ
る
。

内
藤
家
の
所
領
は
七
万
石
で
あ
る
の
で
、
充
真
院
は
実
に
破
格
の
待
遇
を
受
け

た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

充
真
院
は
案
内
役
の
僧
か
ら
「
上
ノ
間
の
方
を
向
て
居
候
様
に
役
僧
出
て
指

図
し
」
と
、
上
之
間
の
方
を
向
い
て
座
っ
て
い
る
よ
う
に
と
声
を
か
け
ら
れ

た
。
そ
こ
で
「
其
座
敷
を
見
れ
は
、
田
に
鶴
の
絵
書
た
し
ふ
す
ま
に
」
と
座
敷

を
見
る
と
襖
に
鶴
の
絵
が
描
い
て
あ
っ
た（

（
（

。
こ
の
部
屋
の
広
さ
は
一
二
、
五
畳

で
、
襖
絵
に
部
屋
の
名
称
の
所
縁
で
あ
る
鶴
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
部
屋
の
入
側
の
杉
戸
に
は
、「
入
り
か
は
の
杉
戸
に
は
、
し
や
か
う
猫

を
書
て
有
」
と
、
麝
香
猫
が
描
い
て
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
左
に
白
黒
縞
の
一

匹
、
右
に
茶
色
・
黒
斑
が
一
匹
と
白
色
の
子
供
猫
一
匹
、
描
い
て
あ
る（

（
（

。
麝
香

猫
の
背
景
に
蘇
鉄
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
充
真
院
は
蘇
鉄
に
つ
い
て
は
一
言
も

ふ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
絵
は
為
恭
自
筆
の
目
録
に
は
「
蘇
鉄
麝
香
」
と

記
し
て
あ
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
充
真
院
自
身
は
老
年
期
に
猫
を
飼
い
、
さ
ら
に
内
藤
家
は
鶴
を

飼
育
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
襖
絵
に
描
か
れ
て
い

た
生
き
物
は
充
真
院
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
親
近
感
を

感
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

図 7　大樹寺大方丈
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い
よ
い
よ
大
樹
寺
か
ら
充
真
院
へ
接
待
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
ず
、
茶
と
煙
草

盆
が
充
真
院
に
出
さ
れ
た
。
役
僧
が
二
人
や
っ
て
き
て
充
真
院
の
向
か
い
に
座

り
、
丁
寧
な
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
次
に
、
寺
側
か
ら
充
真
院
に
二
度
も
菓
子
が

出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
台
に
引
盃
―
懐
石
に
使
用
す
る
酒
を
飲
む
塗
盃
―
を

乗
せ
て
持
っ
て
き
た
の
で
、
充
真
院
は
酒
が
振
舞
わ
れ
る
と
推
察
し
、
丁
寧
な

応
接
と
思
っ
た
が
、
結
局
、
酒
は
出
な
か
っ
た
。
寺
側
が
接
待
に
際
し
て
、

少
々
混
乱
し
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
役
僧
に
促
さ
れ
て
、
充
真
院
は
随
行
者
ら
が
待
っ
て
い
る
次
座
敷

―
牡
丹
之
間
―
の
隣
の
部
屋
に
連
れ
て
い
か
れ
た（

（
（

。
鉄
仙
之
間
で
あ
る
。

こ
の
部
屋
は
四
方
に
そ
れ
ぞ
れ
四
枚
ず
つ
襖
が
あ
り
、
鉄
仙
が
描
か
れ
て
い

る（
（
（

。
充
真
院
は
「
鉄
せ
ん
の
絵
四
ま
い
唐
紙
の
前
へ
す
わ
れ
よ
と
い
ふ
ゆ
へ
、

心
に
お
か
し
く
、
目
の
前
に
か
ら
紙
計
見
る
や
う
と
思
居
し
に
」
と
、
唐
紙

―
襖
―
の
前
に
座
る
よ
う
に
促
さ
れ
、
心
の
中
で
目
の
前
の
襖
だ
け
を
見

る
よ
う
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
お
か
し
く
思
っ
た
。
実
は
こ
の
襖
を
開
く
と
、
そ

こ
は
御
神
殿
だ
っ
た
。
御
神
殿
に
は
内
仏
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
東
照
宮
の
大
き

な
厨
子
が
あ
り
、
充
真
院
は
こ
れ
を
拝
ん
だ
。

　

さ
ら
に
こ
の
厨
子
の
後
に
、
大
樹
寺
の
宝
と
い
う
べ
き
貫か
ん
ぬ
き
が
み

木
神
が
安
置
さ
れ

て
い
た
。
充
真
院
は
貫
木
神
に
つ
い
て
、「
其
く
わ
ん
ぬ
き
神
と
は
何
様
を
祭

し
神
哉
と
尋
し
か
は
」
と
、
誰
を
お
祀
り
し
た
神
な
の
か
僧
に
質
問
し
た
。
実

は
貫
木
神
は
江
戸
に
数
回
も
た
ら
さ
れ
、
江
戸
城
内
や
尾
張
藩
の
上
屋
敷
で
開

帳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
内
藤
家
の
親
戚
で
あ
る
尾
張
藩
上
屋
敷
で
の
開
帳
は

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
で
あ
る（

（
（

。
珍
し
い
出
来
事
で
あ
る
が
、
充
真
院
は
江

戸
で
貫
木
神
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
の
質
問

に
対
し
て
「
是
は
御
十
九
才
の
御
時
、
御
軍
有
し
に
、
此
寺
に
て
御
か
せ
い
申

上
候
節
、
取
あ
へ
す
門
の
か
ん
ぬ
き
を
ふ
り
て
敵
を
は
ら
い
て
御
勝
利
有
し
ゆ

へ
、
神
に
ま
つ
り
し
物
と
申
ぬ
」
と
僧
が
返
答
し
た（
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
徳
川
家
康

が
十
九
歳
の
頃
に
、
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
が
敗
死
し
た
た
め
、
身
の
危

険
を
感
じ
て
大
樹
寺
に
逃
れ
て
き
た
の
を
匿
い
、
家
康
を
追
っ
て
き
た
野
武
士

が
寺
を
包
囲
し
た
際
に
、
祖
洞
和
尚
が
門
の
閂
を
引
き
抜
き
、
閂
を
振
り
回
し

て
野
武
士
ら
を
追
い
払
う
の
に
成
功
し
た
の
で
、
そ
の
閂
を
神
と
し
て
お
祀
り

し
た
の
で
あ
る
。

　

充
真
院
は
「
目
悪
く
て
よ
く
は
拝
し
兼
候
と
申
候
へ
は
」
と
、
自
分
は
目
が

悪
い
の
で
よ
く
見
え
な
い
旨
を
僧
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
僧
が
「
近
く
寄
拝
せ

よ
」
と
、
近
く
で
見
る
事
を
勧
め
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
、
充
真
院
は
貫
木
神

を
近
く
で
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
貫
木
神
に
は
家
康
が
敵
・
味
方
か
わ
か

ら
ず
に
斬
り
付
け
た
刀
傷
が
あ
っ
た
。
充
真
院
の
次
に
、
御
付
の
者
た
ち
も
貫

木
神
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

充
真
院
は
貫
木
神
を
お
祀
り
し
て
い
る
御
宮
の
外
観
と
貫
木
神
の
安
置
の
仕

方
に
つ
い
て
、「
か
ん
ぬ
き
神
は
御
宮
は
中
高
く
、
両
方
屋
根
ひ
く
ゝ
し
て
、

中
に
黒
ぬ
り
の
御
紋
附
た
る
箱
の
上
に
、
赤
地
の
錦
の
袋
の
上
に
有
、
御
宮
は

一
間
も
あ
ら
ん
」
と
文
章
で
表
現
し
、
さ
ら
に
挿
絵
（
図
８
）
も
描
い
て
い

る
。
挿
絵
に
は
「
黒
ぬ
り
に
て
、
御
屋
根
に
は
中
に
黒
ぬ
り
に
葵
の
御
紋
之
箱

の
上
に
、
紅
地
の
錦
の
ふ
く
ろ
の
上
に
か
ん
ぬ
き
の
せ
有
」
と
さ
ら
に
補
足
説

明
を
し
て
い
る
。
御
宮
の
屋
根
は
左
右
が
低
く
て
中
央
が
高
く
、
そ
の
中
に
黒
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塗
り
で
徳
川
家
の
家
紋
で
あ

る
葵
の
紋
を
付
け
た
箱
が
置

い
て
あ
り
、
そ
の
上
に
赤
い

色
の
錦
の
袋
を
敷
い
て
貫
木

神
を
安
置
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
他
に
、
充
真
院
は
経

机
に
御
朱
印
状
―
幕
府
が

大
樹
寺
に
寺
領
を
安
堵
し
た

書
類
―
が
二
箱
に
乗
せ
て

あ
り
、
そ
れ
ら
を
少
し
見
せ

ら
れ
た
。
見
せ
て
も
ら
っ
た

以
外
に
御
朱
印
状
が
一
三
〇

状
は
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
多
数
の
朱
印
状
が
存
在
す
る
の
は
、
徳
川
家
が
大

樹
寺
を
厚
く
庇
護
し
た
ゆ
え
で
あ
る
。

　

充
真
院
ら
は
貫
木
神
を
拝
見
し
た
後
に
、
上
ノ
間
―
上
段
之
間
―
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。
上
段
之
間
と
は
将
軍
御
成
り
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部

屋
に
は
、
為
恭
の
自
筆
目
録
に
「
円
融
院
天
皇
子
日
御
遊
之
図
」
と
記
し
た
襖

絵
が
あ
る
。
円
融
天
皇
が
若
菜
摘
み
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
描
い
て
あ
る（
（1
（

。

　

充
真
院
は
そ
の
襖
絵
を
見
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。「
上
ノ
間
の
は
り
付

は
、
天
子
之
小
松
引
に
て
、
床
之
上
の
松
の
陰
に
半
分
御
貌
出
て
有
か
天
子

也
、
外
は
公
家
衆
大
せ
い
遊
ひ
居
気
色
」。
す
な
わ
ち
、
上
段
之
間
の
襖
絵
は

円
融
天
皇
の
春
の
野
遊
び
で
あ
る
小
松
引
き
を
描
い
て
お
り
、
床
の
上
の
松
の

陰
に
半
分
だ
け
顔
が
見
え
る
の
が
天
皇
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
大
勢
の
公
家
衆

が
遊
ん
で
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

二
ノ
間
、
す
な
わ
ち
下
段
之
間
は
秋
の
様
子
を
描
い
た
襖
絵
が
あ
る
。
こ
の

襖
絵
は
三
条
左
大
臣
実
房
公
の
茸
狩
の
図
の
こ
と
で
あ
る
。
為
恭
の
自
筆
目
録

に
「
三
条
左
大
臣
実
房
公
茸
狩
之
図
」
と
記
し
た
作
品
の
こ
と
で
あ
る（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
襖
絵
を
見
た
充
真
院
の
感
想
は
、「
春
秋
と
せ
し
思
ひ
付
は
よ
け

れ
ど
、
其
様
に
金
な
そ
も
よ
ふ
な
く
、
何
か
へ
か
〳
〵
し
き
は
り
付
」
と
、
上

段
之
間
と
下
段
之
間
と
で
春
秋
を
取
り
合
わ
せ
た
趣
向
は
良
い
が
、
背
景
の
金

箔
の
具
合
が
良
く
な
く
、
な
ん
と
な
く
ぴ
か
ぴ
か
し
す
ぎ
た
金
箔
の
施
し
方
で

あ
る
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
絵
に
造
詣
が
深
い
充
真
院
ら
し
い
意
見
と
い
え

よ
う
。
充
真
院
は
け
ば
け
ば
し
い
色
彩
を
厭
う
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
こ
こ
で
も
窺
が
わ
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

充
真
院
は
そ
の
次
に
、
徳
川
家
康
お
手
植
え
の
椎
の
大
木
を
見
た
。
枝
が
東

に
向
か
っ
て
よ
く
茂
っ
て
い
た
。「
御
庭
に
御
手
う
へ
の
椎
之
木
、
大
樹
と
成

て
」
と
充
真
院
は
記
し
て
い
る
。
こ
の
椎
の
木
は
先
年
―
安
政
二
年
―
の

大
樹
寺
大
火
災
で
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
な
お
、
こ
の
椎
の
木
は
今
日
も
現
存

し
て
い
る
。

　

ひ
と
と
お
り
参
拝
が
終
わ
っ
た
。「
是
よ
り
方
丈
御
あ
い
申
と
て
出
て
来
て
」

と
、
住
持
が
充
真
院
に
挨
拶
す
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
充
真
院
は
こ
の
僧
に

つ
い
て
具
体
的
な
名
を
記
し
て
い
な
い
が
、
大
樹
寺
住
持
四
十
九
世
の
入
誉
察

彦
で
あ
ろ
う（
（1
（

。
住
持
は
充
真
院
に
ま
ず
御
十
念
―
南
無
阿
弥
陀
仏
を
十
回
唱

図 8　貫木神
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え
る
―
を
授
け
、
そ
れ
か
ら
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
住
持
は
「
役
僧
よ
り
は
丁

寧
に
て
、
色
々
咄
し
し
て
引
」
と
、
役
僧
よ
り
も
丁
寧
な
物
腰
の
人
物
で
、
充

真
院
と
し
ば
ら
く
歓
談
し
た
。
住
持
が
退
出
し
た
後
、
さ
ら
に
蒸
菓
子
と
茶
が

充
真
院
に
供
さ
れ
た
。
茶
を
飲
み
終
わ
る
と
二
人
の
役
僧
が
別
れ
の
挨
拶
に

や
っ
て
き
て
、
充
真
院
は
玄
関
に
向
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
充
真
院
の
大
樹
寺
参
拝
は
、
大
樹
寺
側
の
記
録
に
も
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。「
元
治
二
年
日
鑑
」
で
あ
り
、
そ
の
記
事
は
左
記
の
通
り
で
あ

る
。

二
日
雨　

延
岡
内
藤
豊（
マ
マ
）後
守
殿
養
母
・
縁
女
、
道
中
筋
差
合
候
ニ
付
、
西
光
寺

へ
逗
留
、
今
日
御
宮
初
、
惣
御
霊
屋
へ
内
拝
被
願
度
旨
申
来
、
聞
済
遣
ス
、
夫

ゟ
掃
除
申
付
、
八
ツ
頃
案
内
申
遣
ス
、（
中
略
）、
鶴
之
間
へ
相
通
ス
、
茶
・
煙

草
盆
・
菓
子
弐
通
差
出
ス
、
〇
役
人
・
且
附
人
・
女
中
へ
も
茶
・
菓
子
出
ス
、

（
下
略（

（1
（

）

　

そ
の
内
容
を
以
下
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
五
月
二
日
、
天
気
は
雨
。
延
岡
藩

主
の
養
母
で
あ
っ
た
充
真
院
と
縁
女
、
す
な
わ
ち
光
姫
が
、
旅
の
途
中
で
支
障

が
あ
り
西
光
寺
へ
宿
泊
し
て
い
る
。
今
日
、
東
照
宮
を
は
じ
め
全
て
の
御
霊
屋

を
参
拝
し
た
い
と
願
い
出
が
あ
っ
た
の
で
了
解
し
た
。
そ
れ
か
ら
寺
内
の
掃
除

を
命
じ
て
、
八
つ
―
午
後
二
時
―
頃
に
案
内
を
し
た
。（
中
略
）　

鶴
の
間

に
充
真
院
と
光
姫
を
接
待
の
た
め
に
招
き
、
茶
と
煙
草
盆
、
御
菓
子
を
二
名
分

出
し
た
。
内
藤
家
の
役
人
と
付
き
人
、
女
中
ら
に
も
茶
と
菓
子
を
出
し
た
。

　

こ
の
大
樹
寺
の
日
鑑
に
よ
り
、
実
は
充
真
院
と
共
に
光
姫
も
一
緒
に
大
樹
寺

に
参
拝
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
随
行
し
た
御
付
の
者
た
ち
も
、
茶
や
菓
子

を
振
舞
わ
れ
て
手
厚
い
対
応
を
受
け
た
の
で
あ
る
、

　

最
後
に
、
充
真
院
は
大
樹
寺
の
東
側
に
隣
接
す
る
信
楽
院
に
赴
い
た
。
玄
関

を
出
て
か
ら
庫
裏
門
を
く
ぐ
り
、
信
楽
院
に
着
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
信

楽
院
の
住
職
は
内
藤
賢
寿
で
あ
る（
（1
（

。
充
真
院
は
ま
ず
、「
御
ふ
た
か
た
御
い
は

ゐ
を
拝
し
」、
す
な
わ
ち
義
清
と
そ
の
妻
の
位
牌
を
拝
ん
だ
。
信
楽
院
で
も
充

真
院
に
菓
子
を
出
し
て
接
待
し
た
。

　

充
真
院
は
信
楽
院
の
庭
を
目
に
し
た
。「
庭
に
美
事
に
夏
菊
咲
有
し
ゆ
へ
、

少
々
好
も
ら
ひ
し
か
は
、
悦
て
根
も
く
れ
ん
と
い
ゝ
し
か
、
旅
中
故
、
致
方
な

く
と
て
行
、
枝
折
に
し
て
も
ら
ひ
」
と
、
信
楽
院
の
庭
に
見
事
に
夏
菊
が
咲
い

て
い
た
。
充
真
院
は
こ
の
夏
菊
が
気
に
い
り
、
少
し
欲
し
い
と
伝
え
た
。
充
真

院
が
こ
の
よ
う
な
要
望
を
示
す
の
は
、
実
に
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
信
楽
院
の

住
職
は
そ
の
申
し
出
を
喜
び
、
根
ご
と
差
し
上
げ
る
と
言
っ
た
が
、
充
真
院
は

旅
の
途
中
ゆ
え
、
根
ご
と
貰
う
こ
と
は
辞
退
し
て
枝
折
に
し
た
夏
菊
を
い
た
だ

い
た
。

　

充
真
院
が
信
楽
院
の
参
拝
を
終
え
て
帰
宅
の
途
に
つ
こ
う
と
し
た
頃
、
雨
が

次
第
に
強
く
降
り
は
じ
め
た
の
で
、
西
光
寺
に
残
し
て
き
た
充
真
院
の
駕
籠
を

手
配
し
た
。
充
真
院
は
雨
の
中
を
駕
籠
に
乗
り
信
楽
院
を
あ
と
に
し
た
。

　

西
光
寺
に
到
着
し
た
充
真
院
は
、「
御
ひ
や
う
所
へ
も
行
ん
と
思
ひ
し
か
と
」

と
、
当
寺
に
あ
る
内
藤
義
清
と
夫
人
の
御
廟
所
に
御
参
り
し
た
く
思
っ
た
も
の

の
、「
雨
天
ゆ
へ
本
堂
計
拝
し
、
い
つ
れ
天
気
次
第
に
と
申
し
」
と
、
雨
が



日向国延岡藩内藤充真院の大樹寺参拝（20） 103

降
っ
て
い
る
の
で
本
堂
だ
け
を
拝
み
、
御
廟
所
は
い
ず
れ
天
気
が
良
い
時
に
参

拝
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、「
御
二
方
御
院
号
に
直
り
し
事
、
信
楽
院
に

て
は
知
ら
ね
は
、
右
之
段
も
申
、
御
い
は
い
直
し
上
候
様
に
と
申
置
ぬ
（
（1
（

」
と
、

義
清
夫
妻
に
つ
い
て
内
藤
家
で
は
当
時
、
浄
心
院
様
・
皓
月
院
様
と
院
号
に
改

め
て
称
し
て
い
た
が
、
充
真
院
が
信
楽
院
を
参
拝
し
た
際
に
、
信
楽
院
は
そ
の

事
実
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
信
楽
院
に
院
号
を
伝

え
て
位
牌
を
改
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　

西
光
寺
は
、
帰
宅
し
た
充
真
院
に
茶
と
菓
子
を
供
し
た
。
疲
れ
を
労
う
た
め

の
心
遣
い
で
あ
る
。「
も
は
や
公
家
衆
御
通
り
済
候
哉
と
尋
し
か
は
」
と
、
充

真
院
は
公
家
衆
が
岡
崎
を
通
行
し
終
え
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
明
日
に
成
る

と
の
事
聞
、
扨
々
こ
ま
り
し
と
思
ふ
の
み
致
方
な
し
」
と
、
通
行
は
明
日
で
あ

る
と
返
答
が
あ
り
、
困
っ
た
も
の
の
仕
方
な
い
と
あ
き
ら
め
た
。

（
1
）	

冷
泉
為
恭
、
お
よ
び
そ
の
作
品
に
関
す
る
説
明
は
『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世

三
』
一
〇
五
七
頁
、
一
一
二
八
～
三
〇
頁
、『
大
樹
寺
の
歴
史
』
八
六
～
八
頁
、

九
八
頁
と
『
大
樹
寺
文
書
』
上
、
解
説
二
八
頁
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
岡
崎
市
美
術

博
物
館
で
平
成
十
三
年
に
開
催
さ
れ
た
展
示
会
図
録
『
冷
泉
為
恭
展
―
幕
末
や

ま
と
絵
夢
花
火
』
に
は
、
為
恭
の
説
明
、
お
よ
び
大
樹
寺
の
障
壁
画
が
写
真
で
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
為
恭
の
障
壁
画
は
現
在
、
収
蔵
庫
内
に
展
示
・
収
納
さ

れ
て
い
る
。

（
2
）	

『
大
樹
寺
文
書
』
下
、
八
頁
に
よ
る
と
、
大
樹
寺
の
応
接
部
屋
は
六
部
屋
あ
る
。

そ
れ
は
壱
之
間
、
中
之
間
、
鶴
之
間
、
牡
丹
之
間
、
鉄
仙
之
間
、
広
間
で
あ
る
。

訪
問
者
の
身
分
・
立
場
に
よ
り
案
内
さ
れ
る
部
屋
が
異
な
る
。
鶴
之
間
に
応
接
さ

れ
た
例
と
し
て
は
大
名
で
は
南
部
信
濃
守
が
い
た
。
な
お
、『
冷
泉
為
恭
展

―
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
の
七
八
頁
で
は
、
応
接
部
屋
を
上
段
之
間
、
下
段

之
間
、
鶴
之
間
、
牡
丹
之
間
、
鉄
線
之
間
、
貫
木
之
間
と
記
し
て
い
る
。

（
3
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
〇
頁
。
以
下
、
注
記
な
き
引
用
は
同
頁
。
鶴
之
間
の
襖
絵

は
展
示
会
図
録
『
冷
泉
為
恭
展
―
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
一
〇
二
～
九
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
絵
も
現
在
は
収
蔵
庫
に
展
示
し
て
あ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
絵
は
平
成
に
修
理
さ
れ
た
と
い
う
。

（
4
）	

『
冷
泉
為
恭
展
―
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
で
は
「
蘇
鉄
猫
図
」
と
題
し
て
、

一
四
四
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）	

『
岡
崎
市
史　

第
八
巻
』
五
六
三
頁
と
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
八
七
頁
に
よ
る
。

（
6
）	

充
真
院
が
猫
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
と
、
内
藤
家
が
鶴
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
の
八
〇
頁
と
六
六
頁
で
紹
介
し
た
。

（
7
）	

『
大
樹
寺
文
書
』
下
の
八
頁
に
、
牡
丹
之
間
で
応
接
さ
れ
た
者
の
例
が
記
し
て

あ
る
。
岡
崎
藩
本
多
家
の
家
老
、
旗
本
松
平
藤
九
郎
、
高
田
藩
榊
原
氏
の
用
人
格

兼
書
物
方
、
越
前
両
御
女
中
な
ど
で
あ
る
。
大
名
家
の
役
人
や
女
中
が
牡
丹
之
間

に
通
さ
れ
て
い
る
の
で
、
充
真
院
の
御
付
の
者
た
ち
が
こ
の
部
屋
に
通
さ
れ
た
の

は
妥
当
と
い
え
よ
う
。

（
8
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
一
頁
。
以
下
、
注
記
な
き
引
用
は
同
頁
。
但
し
、
挿
絵
の

補
足
説
明
引
用
の
み
一
六
〇
頁
。
鉄
仙
之
間
は
四
方
の
一
面
ご
と
に
四
枚
ず
つ
襖

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
の
安

政
年
間
「
大
樹
寺
旧
建
築
設
計
図
」（
架
号
、
赤
三
九
五
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

な
お
、
鉄
仙
之
間
の
襖
絵
は
、『
冷
泉
為
恭
展
―
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
の

一
一
八
～
二
五
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
録
で
は
「
鉄
線
之
間
」
と
表

記
し
て
い
る
。

（
9
）	

貫
木
神
の
江
戸
開
帳
に
つ
い
て
は
、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
の
一
〇
五

三
頁
。

（
10
）	

明
大
翻
刻
本
の
一
六
一
頁
で
は
「
御
□
有
し
に
」
と
解
読
不
能
の
記
載
が
付
し

て
あ
る
。
原
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
□
に
相
当
す
る
箇
所
は
「
軍
」
で
あ
っ
た

の
で
、
本
稿
で
は
「
軍
」
と
表
記
し
た
。

（
11
）	
為
恭
の
自
筆
目
録
に
つ
い
て
は
『
岡
崎
市
史　

第
八
巻
』（
柴
田
顯
正
編
、
昭

和
五
年
）
五
六
三
頁
、『
大
樹
寺
の
歴
史
』
八
六
頁
に
よ
る
。『
大
樹
寺
文
書
』

上
、
解
説
二
九
頁
に
よ
る
と
、
こ
の
将
軍
御
成
之
間
で
こ
の
絵
を
見
た
将
軍
は
十
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四
代
家
茂
が
唯
一
で
あ
る
。

（
12
）	

展
示
会
図
録
『
冷
泉
為
恭
展
―
幕
末
や
ま
と
絵
夢
花
火
』
の
七
九
頁
に
下
段

之
間
か
ら
上
段
之
間
か
ら
撮
影
し
た
写
真
、
上
段
之
間
の
襖
絵
は
八
六
～
九
一

頁
、
下
段
之
間
は
九
四
～
一
〇
一
頁
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
御
成
り

の
間
の
襖
絵
は
、
現
在
、
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
為
恭
の
自
筆
目

録
に
つ
い
て
は
『
岡
崎
市
史　

第
八
巻
』
五
六
三
頁
と
『
大
樹
寺
の
歴
史
』
八
七

頁
に
よ
る
。

（
13
）	

充
真
院
が
け
ば
け
ば
し
い
色
彩
を
嫌
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
一
八
二

頁
。

（
14
）	

大
樹
寺
住
持
に
つ
い
て
は
、『
新
編
岡
崎
市
史　

近
世
三
』
の
四
四
一
頁
、
一

三
八
三
頁
に
よ
る
。

（
15
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
「
元
治
二
年
・
慶
応
元
年
日

鑑
」（
架
号
、
赤
三
）。
な
お
、
当
該
史
料
は
『
大
樹
寺
文
書
』
下
、
岡
崎
市
史
料

叢
書
） 

一
五
九
頁
に
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
本
で
解
読
不
明
の
□
に
つ

い
て
原
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
鶴
」
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
「
鶴
」
と
表

記
し
た
。

（
16
）	

岡
崎
市
美
術
博
物
館
所
蔵
（
寄
託
）
大
樹
寺
文
書
の
「
檀
中
直
扱
書
」（
架
号
、

赤
二
三
五
）
の
末
尾
に
「
信
楽
院
住
職　

内
藤
賢
寿
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
六

年
十
月
「
当
国
御
門
末
并
又
末
曽
孫
寺
院
史
」（
架
号
、
赤
二
三
七
）
に
は
「
信

楽
院
住
職　

内
藤
賢
寿　

二
十
二
年
十
ケ
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
内
藤
賢

寿
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
信
楽
院
の
住
職
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
明
治
八
年
「
境
内
其
他
什
物
等
取
扱
書
」（
架
号
、
赤
二
四
三
）
に
内
藤
賢

寿
の
氏
名
と
捺
印
が
あ
る
の
で
、
嘉
永
三
年
か
ら
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
住

職
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
充
真
院
が
当
初
、
信
楽
院
に
つ
い
て
の
情
報

を
知
り
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
推
測
で
は
あ
る
が
内
藤
賢
寿
と
は
内
藤
家

の
本
家
筋
で
は
な
く
、
別
家
の
内
藤
家
の
出
身
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
内
藤
賢

寿
と
は
幕
末
・
明
治
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
な

の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
17
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
二
頁
。
以
下
の
引
用
も
同
頁
。

五　

大
樹
寺
参
拝
後
の
日
々
―
内
藤
家
墓
地
参
拝
―

　

そ
の
後
、
充
真
院
は
七
日
ま
で
西
光
寺
に
滞
在
し
、
八
日
の
夕
方
に
西
本
陣

中
根
家
へ
戻
り
一
泊
し
て
か
ら
、
九
日
に
岡
崎
の
地
を
よ
う
や
く
あ
と
に
し

た
。

　

四
月
三
十
日
に
岡
崎
に
到
着
し
て
以
来
、
十
日
に
及
ぶ
長
逗
留
に
な
っ
た
の

は
、
西
本
陣
か
ら
宿
変
え
を
す
る
因
と
な
っ
た
公
家
の
岡
崎
宿
泊
が
五
月
三
日

に
完
了
し
た
も
の
の
、
さ
ら
に
六
日
に
別
の
公
家
の
通
行
の
報
が
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る（

（
（

。
相
次
ぐ
公
家
の
通
行
は
、
幕
藩
体
制
が
揺
れ
動
き
朝
廷
側
の

活
動
が
活
発
化
し
た
時
期
ゆ
え
で
、
充
真
院
の
旅
も
時
勢
に
影
響
を
う
け
た
の

で
あ
る
。
足
止
め
の
日
々
を
重
ね
、
充
真
院
は
旅
の
再
開
を
気
に
し
て
い
た
。

四
日
に
「
尚
格
に
占
は
せ
候
所
、
七
日
迄
は
ふ
さ
か
り
と
の
事
」
と
、
侍
医
の

喜
多
尚
格
に
占
い
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
七
日
ま
で
は
こ
の
地
に
滞
在
す
る
と
で

た（
（
（

。
尚
格
の
本
職
は
医
師
だ
が
、
占
い
に
も
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
充
真
院
は
宿
替
え
を
契
機
に
内
藤
家
の
先
祖
―
義
清
夫
妻
―
の

墓
が
当
地
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
参
拝
を
希
望
し
て
い
た
。
内
藤
家
の
墓
が
大

樹
寺
に
あ
る
と
い
う
当
初
の
情
報
は
誤
り
で
、
実
は
西
光
寺
に
あ
り
、
五
月
五

日
に
参
拝
が
叶
っ
た
。
西
光
寺
に
滞
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墓
地
へ

の
参
拝
が
五
日
に
な
っ
た
の
は
、
二
日
の
午
後
か
ら
四
日
ま
で
雨
が
降
り
続
い

た
か
ら
で
あ
る
。
旧
暦
の
五
月
初
旬
は
折
り
し
も
梅
雨
で
あ
り
、
充
真
院
が
先

祖
の
墓
に
詣
で
た
の
は
西
光
寺
に
滞
在
し
て
か
ら
既
に
四
日
が
過
ぎ
て
い
た
。
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五
日
は
久
々
の
晴
れ
で
あ
っ
た
。
充
真
院
は
西
光
寺
に
あ
る
義
清
夫
妻
の
墓

を
参
拝
し
た
。
充
真
院
は
義
清
夫
妻
を
「
浄
心
院
様
」「
皓
月
院
様
」
と
院
号

で
表
記
し
て
い
る（

（
（

。
夫
妻
の
墓
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
墓
石
の
高
さ
、
形
式
、

状
態
、
囲
い
の
様
子
を
次
の
様
に
書
き
留
め
た
。「
昔
の
思
ひ
出
ら
れ
御
印
は

二
尺
計
の
御
り
ん
の
至
て
そ
い
し
少
し
残
し
の
み
、
玉
垣
は
石
に
て
積
み
も
せ

て
有（

（
（

」。
す
な
わ
ち
、
墓
の
高
さ
は
お
よ
そ
六
六
糎
程
で
あ
る
こ
と
、
形
態
は

五
輪
塔
だ
が
、
甚
だ
し
く
破
損
し
て
お
り
、
礎
石
の
部
分
が
わ
ず
か
に
確
認
で

き
る
程
度
で
あ
る
こ
と
、
墓
地
の
囲
い
は
石
材
を
用
い
な
い
簡
素
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
夫
人
の
皓
月
院
の
墓
は
、「
誠
に
有
か
無
か
と
思

ふ
程
残
」
と
、
実
に
わ
ず
か
し
か
形
を
留
め
て
い
な
か
っ
た
。
実
は
夫
妻
の
墓

は
宝
篋
印
塔
だ
が
、
大
破
し
て
い
た
の
で
充
真
院
は
墓
石
の
形
式
を
正
し
く
把

握
で
き
ず
、
五
輪
塔
と
誤
認
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

充
真
院
は
激
し
く
破
損
し
た
義
清
夫
妻
の
墓
を
目
に
し
て
、
自
分
が
思
い
が

け
ず
西
光
寺
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
義
清
夫
妻
か
ら
引
き
合
わ
さ

れ
た
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
。「
昔
の
事
の
み
思
ひ
出
、
参
れ
よ
と
の
御
引
合
、

宿
も
あ
ら
ん
に
此
所
に
て
泊
る
と
い
ふ
い
ん
縁
之
思
は
れ
、
そ
ゝ
ろ
哀
に
思

ふ
」
と
、
内
藤
家
の
家
人
が
久
し
く
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
墓
の
主
で
あ
る
夫
妻

が
、
自
分
た
ち
を
思
い
出
し
参
拝
し
て
ほ
し
い
ゆ
え
に
、
内
藤
家
の
定
宿
西
本

陣
中
根
家
が
あ
り
な
が
ら
、
充
真
院
を
西
光
寺
に
宿
泊
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と

思
い
至
っ
た
。
充
真
院
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
義
清
夫
妻
を
た
い
へ
ん
不
憫
に

思
っ
た
。
夫
妻
の
墓
に
は
西
光
寺
側
が
供
花
の
定
番
で
あ
る
樒
の
他
に
、
端
午

の
節
句
な
ら
で
は
の
花
菖
蒲
、
さ
ら
に
夏
菊
が
あ
ら
か
じ
め
お
供
え
し
て
あ
っ

た
。

　

破
損
の
甚
だ
し
い
義
清
夫
妻
の
墓
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
「
御
墓
立
直
し
上

て
は
い
か
ゝ
哉
、
余
り
か
す
か
に
成
し
と
尋
し
か
は
、
昔
の
ま
ゝ
か
か
へ
つ
て

よ
し
と
い
ゝ
ぬ
」
と
、
墓
を
再
建
し
て
は
ど
う
か
と
尋
ね
た
が
、
建
立
以
来
の

ま
ま
の
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
返
答
し
た
人
物
が
誰
な
の
か
充
真
院

は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
西
光
寺
の
住
職
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
義
清
夫
妻
の
墓
は
本
堂
の
南
側
に
あ
る
市
営
墓
地
の
中
程
に
あ
る
。

図
９
の
様
に
小
型
の
宝
篋
印
塔
の
墓
石
が
二
基
並
び
、
向
か
っ
て
左
に
は
墓
誌

も
あ
る（

（
（

。
前
述
（（
6
）頁
）
し
た
文
化
期
の
調
査
で
記
録
さ
れ
た
図
（
図
10
）

と
同
様
に
宝
篋
印
塔
と
し
て
、
後
世
に
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

充
真
院
は
西
光
寺
逗
留
中
に
、
義
清
夫
妻
に
関
し
て
も
う
一
つ
行
動
を
お
こ

し
た
。
そ
れ
は
位
牌
の
整
備
で
あ
る
。
八
日
に
、
西
光
寺
と
信
楽
院
に
安
置
し

て
あ
る
義
清
夫
妻
の
位
牌
の
表
記
を
院
号
に
改
め
る
手
配
を
指
示
し
た
の
で
あ

る
。
西
光
寺
は
「
御
い
は
ゐ
様
御
院
号
得
候
節
に
は
自
分
に
て
直
し
候
由
に

付
」
と
、
寺
で
訂
正
す
る
と
い
う
の
で
そ
の
負
担
と
し
て
三
百
文
を
渡
し
た（

（
（

。

一
方
、
信
楽
院
に
つ
い
て
具
体
的
な
金
額
を
充
真
院
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、

位
牌
代
を
支
払
っ
た
と
い
う
。
信
楽
院
の
場
合
は
新
し
い
位
牌
を
仏
具
業
者
に

発
注
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
充
真
院
は
西
光
寺
滞
在
中
に
西
光
寺
、
大
樹
寺
、
信
楽
院
、
西

本
陣
中
根
家
か
ら
、
度
々
あ
た
た
か
な
心
遣
い
を
受
け
て
い
る
。
思
い
が
け
な

い
事
態
が
重
な
り
長
い
滞
在
と
な
っ
た
日
々
は
、
ち
ょ
う
ど
梅
雨
時
で
連
日
雨

が
降
り
、
充
真
院
は
外
出
で
き
ず
に
西
光
寺
の
書
院
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
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た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
充
真
院
の
無
聊
を
慰
め
よ
う
と
、
お
菓
子
や
節
句
な
ら
で

は
の
品
、
充
真
院
が
好
き
な
花
な
ど
を
贈
り
物
と
し
て
届
け
て
く
れ
た
。

　

中
で
も
西
光
寺
は
充
真
院
ら
が
過
ご
し
や
す
い
よ
う
、
何
か
と
気
遣
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
様
子
を
具
体
的
に
見
て
お
こ
う
。
西
光
寺
は
三
日
に
お
汁
粉
を
充

真
院
ら
に
差
し
入
れ
た
。
こ
の
日
は
雨
が
降
っ
て
お
り
、
充
真
院
は
入
浴
し
た

り
髪
を
整
え
て
過
ご
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
「
雨
中
な
く
さ
み
と
て
、
お
ゆ
る
こ

到
来
」
と
、
雨
の
た
め
に
室
内
に
こ
も
っ
て
過
ご
し
て
い
る
充
真
院
の
無
聊
を

慰
め
る
た
め
に
お
ゆ
る
こ
―
お
汁
粉
―
を
差
し
入
れ
て
く
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
「
次
向
へ
も
出
す
」
と
、
次
の
間
に
控
え
て
い
る
御
付
の
者
た
ち

の
分
ま
で
大
量
の
お
汁
粉
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
西
光
寺
は
六
日
に
「
茶
入
て
、
あ
ら
れ
の
ふ
り
出
し
到
来
せ
し
と
出

図 9　義清夫妻の墓（右が義清、左が夫人の墓）

図 10　文化年間の義清夫妻の墓
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す
な
と
」
と
、
あ
ら
れ
が
入
っ
た
振
出
―
小
粒
の
菓
子
を
入
れ
る
容
器
―

を
戴
い
た
か
ら
と
、
茶
に
添
え
て
充
真
院
に
供
し
、
七
日
に
は
餅
菓
子
を
贈
っ

て
く
れ
た
。

　

し
か
も
、
西
光
寺
は
充
真
院
が
毎
日
入
浴
で
き
る
よ
う
に
風
呂
を
沸
か
し
て

く
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
風
呂
の
湯
を
沸
か
す
こ
と
は
手
間
が
か
か
る
が
、

充
真
院
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
心
遣
い
を
し
た
の
で
あ
る
。
さ
す

が
に
充
真
院
は
申
し
訳
な
く
思
い
、
辞
退
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
西
光
寺
は
端

午
の
節
句
に
先
立
ち
四
日
に
菖
蒲
湯
を
た
て
て
く
れ
た
。
充
真
院
は
「
せ
う
ふ

湯
と
て
よ
く
心
附
湯
立
て
候
、
や
は
り
せ
う
ふ
を
入
て
也
」
と
、
西
光
寺
が
親

切
に
菖
蒲
湯
を
用
意
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
当
地
で
も
江
戸
と

同
様
に
菖
蒲
の
葉
を
入
れ
た
湯
に
入
る
習
慣
で
あ
る
と
書
き
留
め
て
い
る
。

　

西
光
寺
は
充
真
院
ら
が
当
寺
を
発
つ
八
日
に
、
名
残
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に

繰
り
返
し
丁
寧
な
対
応
を
し
て
く
れ
た
。「
茶
は
ん
の
馳
走
と
成
、
御
備
へ
成

候
御
備
物
、
寺
よ
り
戴
か
せ
候
」
と
、
茶
碗
蒸
し
を
振
舞
っ
て
御
馳
走
し
て
く

れ
た
う
え
、
御
供
え
物
を
土
産
に
持
た
せ
て
く
れ
た（

（
（

。
さ
ら
に
同
日
の
夕
方
に

充
真
院
が
西
本
陣
中
根
家
に
到
着
す
る
と
、
西
光
寺
が
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き

て
、
三
州
名
産
の
杉
原
紙
を
充
真
院
に
贈
っ
て
い
る
。
西
光
寺
は
充
真
院
一
行

が
九
日
に
中
根
家
を
発
つ
時
に
も
別
れ
の
挨
拶
に
訪
れ
た
。
充
真
院
は
西
光
寺

に
延
岡
産
の
煙
草
を
御
礼
の
品
と
し
て
贈
っ
た（

（
（

。

　

大
樹
寺
は
お
か
き
を
届
け
て
く
れ
た
。
三
日
に
「
逗
留
中
の
つ
れ
〳
〵
な
く

さ
み
に
も
と
、
あ
け
か
ち
ん
二
重
到
来
」
と
、
逗
留
中
の
手
持
ち
無
沙
汰
の
気

晴
ら
し
に
と
、
あ
け
か
ち
ん
―
揚
げ
餅
、
お
か
き
―
を
重
箱
に
二
箱
贈
っ

て
く
れ
た
。

　

信
楽
院
か
ら
は
、
夏
菊
を
贈
ら
れ
た
。
五
日
に
「
寺
よ
り
菊
の
花
、
節
句
の

祝
義
と
し
て
、
信
楽
院
よ
り
申
来
り
候
に
付
到
来
」
と
、
信
楽
院
か
ら
端
午
の

節
句
の
祝
儀
の
品
と
し
て
、
充
真
院
に
菊
の
花
が
届
い
た
。
二
日
に
充
真
院
が

信
楽
院
を
参
拝
し
た
際
に
気
に
い
り
、
も
ら
っ
た
あ
の
夏
菊
を
再
び
贈
っ
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。
実
に
濃
や
か
な
信
楽
院
の
心
遣
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
楽

院
は
八
日
に
充
真
院
が
西
光
寺
を
発
つ
前
に
、「
信
楽
院
暇
乞
に
参
り
、
小
菊

も
ら
ひ
候
」
と
、
充
真
院
に
お
別
れ
の
品
と
し
て
小
菊
を
贈
っ
て
く
れ
た（
（1
（

。
小

菊
と
あ
る
が
、
充
真
院
が
た
い
そ
う
気
に
い
っ
た
夏
菊
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
充

真
院
は
信
楽
院
か
ら
三
度
も
夏
菊
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

西
本
陣
中
根
家
か
ら
は
、
柏
餅
を
贈
ら
れ
た
。
四
日
に
翌
日
の
端
午
の
節
句

の
品
と
し
て
、「
本
陣
よ
り
、
明
日
は
節
句
と
て
、
柏
餅
も
ら
ひ
候
」
と
充
真

院
に
届
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
七
日
に
連
絡
事
項
を
伝
え
に
き
た
際
に
、
手
製

の
味
醂
酒
と
重
箱
に
詰
め
た
五
目
寿
司
を
充
真
院
一
行
に
贈
っ
て
く
れ
た
。
当

地
の
人
々
の
あ
た
た
か
さ
に
支
え
ら
れ
た
滞
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

よ
う
や
く
、
八
日
の
夕
方
に
充
真
院
一
行
は
西
光
寺
か
ら
西
本
陣
中
根
家
に

移
動
し
た
。
七
日
に
中
根
家
か
ら
、
八
日
の
昼
以
後
に
は
充
真
院
が
宿
泊
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
と
連
絡
が
届
い
た
の
で
、
移
動
の
た
め
の
準
備
を
少
し

し
て
お
い
た
。
八
日
は
出
発
前
に
、
大
樹
寺
か
ら
使
僧
が
挨
拶
に
訪
れ
た
。
充

真
院
か
ら
も
返
礼
と
し
て
挨
拶
の
使
者
を
大
樹
寺
に
派
遣
し
た
。
信
楽
院
も

や
っ
て
き
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
充
真
院
に
小
菊
を
贈
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
思
い
が
け
な
く
長
い
西
光
寺
で
の
逗
留
で
あ
っ
た
。
充
真
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院
は
「
供
之
者
参
り
、
駕
籠
抔
出
し
候
て
、
な
ら
へ
置
を
見
て
や
う
〳
〵
立
候

様
に
成
し
と
悦
」
と
、
お
供
の
者
た
ち
が
駕
籠
を
並
べ
て
出
発
の
準
備
を
し
て

い
る
様
子
を
目
に
し
て
、
や
っ
と
出
発
で
き
る
と
喜
ん
だ
。
西
光
寺
を
出
発
し

よ
う
と
し
た
時
、
突
然
、
雨
が
降
り
始
め
た
。
充
真
院
一
行
は
雨
の
中
を
進

み
、
西
本
陣
中
根
家
に
六
つ
半
―
夕
方
五
時
頃
―
前
に
到
着
し
た（
（1
（

。

　

宿
の
主
人
中
根
甚
太
郎
と
共
に
、
充
真
院
に
懐
い
た
宿
の
娘
が
充
真
院
を
迎

え
て
く
れ
た
。
馴
染
み
の
宿
の
者
た
ち
に
、
充
真
院
は
公
家
が
宿
に
逗
留
中
の

様
子
を
尋
ね
た
が
、
よ
く
見
て
い
な
い
と
い
う
返
答
だ
っ
た
。
公
家
は
宿
に
女

人
禁
制
と
記
し
た
幟
を
掲
げ
、
女
性
た
ち
が
公
家
を
見
る
ど
こ
ろ
か
台
所
で
働

く
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
、
公
家
ら
が
使
用
し
て
い
る
部
屋
か
ら
遠
い
座
敷
に
一
つ

に
集
め
ら
れ
て
過
ご
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う（
（1
（

。

（
1
）	

こ
の
情
報
は
五
月
四
日
に
充
真
院
の
所
に
も
た
ら
さ
れ
、
秋
月
藩
黒
田
家
の
奥

方
も
充
真
院
と
同
じ
よ
う
に
本
陣
を
遠
慮
し
て
近
隣
の
寺
に
滞
在
し
て
い
た
と
、

明
大
翻
刻
本
の
一
六
二
頁
に
記
し
て
あ
る
。

（
2
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
二
頁
。
な
お
、
以
下
で
三
日
か
ら
五
日
に
関
す
る
記
述
や

引
用
は
、
特
記
な
き
限
り
当
頁
に
よ
る
。

（
3
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
三
頁
。
以
下
で
五
日
の
内
藤
家
墓
地
参
拝
に
関
す
る
記
述

や
引
用
は
当
頁
に
よ
る
。
現
在
、
本
堂
の
南
に
あ
る
市
営
墓
地
の
中
程
に
、
内
藤

義
清
夫
妻
の
墓
所
が
あ
る
。
墓
所
の
囲
い
は
二
㍍
四
方
で
あ
る
。
義
清
の
墓
が
向

か
っ
て
右
で
高
さ
八
四
、
五
㌢
、
夫
人
の
墓
は
左
で
高
さ
八
四
、
〇
㌢
で
あ
る
。

後
世
に
義
清
の
墓
の
相
輪
上
部
を
切
断
し
て
、
上
部
が
欠
損
し
た
夫
人
の
墓
に
接

合
し
た
様
子
が
確
認
で
き
る
。

（
4
）	

明
大
翻
刻
本
で
は
引
用
の
「
二
尺
計
」
の
次
の
箇
所
を
挿
絵
と
解
釈
し
て
、
下

部
が
開
い
た
丸
の
よ
う
な
図
を
入
れ
て
い
る
が
、
原
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
挿
絵

で
は
な
く
、
平
仮
名
の
「
の
」
で
あ
る
。

（
5
）	

明
治
大
学
博
物
館
所
蔵
内
藤
家
文
書
「
御
先
祖
様
御
廟
所
三
州
引
合
一
件
帳
」

に
よ
る
。
な
お
、
当
史
料
に
よ
る
と
宝
篋
印
塔
の
石
材
は
伊
豆
石
と
い
う
。

（
6
）	

こ
の
墓
誌
は
、
平
成
十
一
年
に
内
藤
家
当
主
夫
妻
（
久
邦
氏
・
惠
子
氏
）
が
建

て
た
も
の
で
、
義
清
は
「
浄
心
院
殿
春
山
善
芳
大
善
定
門
」、
夫
人
は
「
皓
月
院

殿
悦
窓
啓
善
大
姉
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
時
を
経
て
、
図
ら
ず
も
充
真
院
の
願
い

が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。

（
7
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
四
頁
。
な
お
、
以
下
の
六
・
七
日
の
記
事
も
特
記
な
き
限

り
当
頁
に
よ
る
。

（
8
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
四
頁
。

（
9
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
五
頁
。

（
10
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
五
頁
。

（
11
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
四
頁
。

（
12
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
四
～
五
頁
。

お
わ
り
に

　

充
真
院
の
大
樹
寺
参
拝
を
中
心
に
検
討
し
な
が
ら
、
滞
在
先
の
西
本
陣
中
根

家
や
西
光
寺
で
の
様
子
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
岡
崎
で
の
日
々
を
検
討
し

た
結
果
と
し
て
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
岡
崎
で
の

充
真
院
の
寺
院
参
拝
の
姿
勢
、
当
地
の
寺
院
と
の
縁
の
再
構
築
、
滞
在
中
の
充

真
院
の
思
い
、
充
真
院
の
人
物
像
に
関
し
て
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
岡
崎
で
の
充
真
院
の
寺
院
参
拝
の
姿
勢
は
、
所
縁
の
主
家
と
内
藤
家

の
先
祖
な
ど
故
人
を
悼
み
参
拝
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
御
霊
屋
や
墓

地
に
足
を
運
び
、
さ
ら
に
位
牌
を
拝
ん
だ
。
大
樹
寺
で
徳
川
家
康
、
秀
忠
、
松
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平
広
忠
の
御
霊
屋
、
松
平
八
代
の
墓
地
を
参
拝
し
た
の
は
、
内
藤
家
が
元
は
こ

の
三
河
の
地
で
松
平
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
後
に
徳
川
家
康
に
よ
り
大
名
に
取
り

立
て
ら
れ
今
日
が
あ
る
と
い
う
家
の
歴
史
か
ら
も
、
崇
敬
の
思
い
が
一
層
深
い

と
い
え
よ
う
。

　

雨
が
降
る
中
で
の
御
霊
屋
参
拝
は
、
雨
で
足
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
、
日
頃
の

御
殿
暮
ら
し
で
は
体
験
し
な
い
不
快
な
状
況
に
閉
口
し
た
。
松
平
家
墓
地
参
拝

は
墓
地
の
中
ま
で
は
入
ら
ず
に
、
門
か
ら
墓
地
の
敷
地
を
眺
め
て
拝
む
な
ど
、

省
略
し
た
場
面
も
あ
る
。
省
略
し
た
参
拝
と
は
い
え
、
当
時
と
し
て
は
高
齢
の

六
十
六
歳
の
充
真
院
が
、
雨
の
中
を
御
霊
屋
と
墓
所
、
都
合
四
ヶ
所
の
参
拝
を

中
止
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
充
真
院
が
内
藤
家
祖
先
所
縁
の
主
人
で
あ

る
松
平
家
、
徳
川
家
に
対
し
て
、
譜
代
の
家
人
と
し
て
厚
い
思
い
を
寄
せ
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

信
楽
院
に
は
内
藤
義
清
夫
妻
の
位
牌
を
拝
む
た
め
に
訪
れ
、
滞
在
し
た
西
光

寺
で
は
義
清
夫
妻
の
墓
所
を
参
拝
し
、
位
牌
を
拝
ん
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
充
真
院
は
当
時
の
人
々
な
ら
で
は
の
深
い
信
仰
心
を
有
し
て
い
る

が
、
岡
崎
で
の
寺
院
参
拝
は
宗
教
・
信
仰
そ
の
も
の
に
対
す
る
敬
虔
な
気
持
ち

と
い
う
よ
り
も
、
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
故
人
を
悼
み
崇
敬
す
る
気
持
ち
が
前
面

に
表
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
、
岡
崎
の
寺
院
と
の
縁
の
再
構
築
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
家
の
公
的
な

系
譜
で
筆
頭
に
位
地
づ
け
ら
れ
る
義
清
と
妻
の
墓
や
位
牌
が
あ
る
内
藤
家
所
縁

の
地
で
あ
り
な
が
ら
も
、
内
藤
家
家
人
の
来
訪
が
絶
え
て
い
た
。
充
真
院
は
大

樹
寺
の
塔
頭
信
楽
院
で
位
牌
を
拝
み
、
当
院
と
縁
を
結
び
直
し
、
西
光
寺
で
は

も
は
や
痛
ま
し
い
程
に
朽
ち
果
て
た
義
清
夫
妻
の
墓
に
詣
で
た
。
充
真
院
は
内

藤
家
の
先
祖
を
崇
敬
す
る
念
が
厚
く
、
さ
ら
に
そ
の
心
に
基
づ
く
行
動
と
し

て
、
墓
を
参
拝
し
、
位
牌
の
整
備
を
指
示
す
る
こ
と
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
充
真
院
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
江
戸
か
ら
延
岡
へ
の
転
居
の

旅
の
途
中
で
、
近
江
国
の
大
練
寺
に
立
ち
寄
り
、
こ
こ
で
も
既
に
内
藤
家
の
家

人
が
訪
れ
る
こ
と
な
く
久
し
い
家
長
と
元
長
の
墓
を
参
拝
し
て
い
た（

（
（

。
岡
崎
で

は
さ
ら
に
遡
る
祖
先
の
義
清
夫
妻
に
思
い
を
は
せ
、
行
動
し
た
の
で
あ
る
。

　

充
真
院
は
参
拝
に
訪
れ
た
大
樹
寺
や
信
楽
院
で
、
参
拝
時
に
丁
寧
に
応
接
さ

れ
た
う
え
、
そ
の
後
も
当
地
滞
在
中
に
心
遣
い
を
寄
せ
ら
れ
た
。
西
光
寺
も
逗

留
中
に
手
厚
く
配
慮
し
て
く
れ
、
実
に
懇
切
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
寺
が
充
真

院
に
対
す
る
様
子
か
ら
、
身
分
制
社
会
に
お
け
る
寺
と
大
檀
那
の
家
人
と
い
う

間
柄
に
基
づ
く
礼
儀
を
越
え
て
、
あ
た
た
か
な
人
間
関
係
が
窺
が
わ
れ
る
。
な

か
で
も
信
楽
院
が
充
真
院
に
三
度
も
夏
菊
を
贈
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
微
笑
ま

し
さ
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。

　

寺
と
良
き
関
係
を
充
真
院
が
結
べ
た
の
は
、
そ
の
教
養
豊
か
な
人
柄
も
一
因

し
て
い
よ
う（

（
（

。
前
述
し
た
よ
う
に
大
樹
寺
で
住
持
と
会
っ
た
際
に
話
し
が
は
ず

ん
だ
。
当
時
の
知
識
人
で
あ
る
僧
、
し
か
も
大
樹
寺
筆
頭
の
僧
と
充
真
院
が

様
々
な
会
話
を
成
し
得
た
の
は
、
充
真
院
が
深
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
ゆ

え
で
あ
ろ
う
。
寺
側
か
ら
充
真
院
は
好
印
象
、
さ
ら
に
は
尊
敬
の
念
を
持
た
れ

た
か
ら
こ
そ
、
滞
在
中
、
度
々
懇
切
な
対
応
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
充
真
院
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
と
良
き
交
流
を
紡
ぎ
、
内
藤
家
と
三
河
の
寺

院
と
の
縁
を
再
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
岡
崎
滞
在
中
の
充
真
院
の
思
い
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
充
真
院

は
知
的
な
楽
し
み
の
一
つ
と
し
て
短
歌
を
詠
む（

（
（

。
短
歌
は
心
情
を
集
約
し
た
定

型
詩
で
あ
り
、
充
真
院
の
思
い
を
知
る
最
適
な
素
材
で
あ
る
。
五
月
五
日
に
充

真
院
は
短
歌
を
詠
ん
だ
。
端
午
の
節
句
の
祝
賀
の
日
で
あ
る
が
、「
あ
ま
り
淋

し
く
」
と
、
た
い
へ
ん
寂
し
さ
を
感
じ
た（

（
（

。
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
江
戸
に

戻
る
う
れ
し
い
道
中
で
あ
り（

（
（

、
一
日
も
早
く
旅
を
再
開
し
た
い
の
に
、
岡
崎
で

の
足
止
め
が
思
い
の
ほ
か
長
引
き
、
心
細
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
ん
み
り
と
し
た
心
地
が
歌
心
を
誘
い
、
短
歌
を
六
首
詠
ん
だ
。
左
に
紹

介
し
て
お
こ
う
。

旅
衣
さ
は
り
と
成
し
公
家
と
雨
い
つ
れ
か
さ
き
に
は
れ
て
行
ら
ん

ひ
と
日
ふ
た
日
身
を
山
寺
の
か
く
れ
家
と
思
は
す
け
ふ
は
あ
や
め
ふ
く
軒

思
は
さ
る
此
山
寺
の
旅
ま
く
ら
む
か
し
の
あ
と
を
と
ふ
か
う
れ
し
き

い
そ
か
る
ゝ
心
を
公
家
に
岡
崎
の
や
と
を
は
な
れ
し
山
寺
の
夢

　

�

端
午
に
夏
き
く
の
い
と
う
る
は
し
く
咲
た
る
を
、
け
ふ
の
祝
義
旅
中
の
慰
に

も
と
寺
よ
り
お
く
り
こ
し
け
れ
は

あ
や
め
に
は
あ
ら
て
手
入
れ
し
夏
き
く
の
花
の
さ
ま
〳
〵
見
る
も
珍
ら
し

　

菖
蒲
酒
の
肴
に
は
大
平
と
と
ん
ふ
り

長
き
根
の
あ
や
め
に
あ
ら
て
夏
き
く
も
千
と
せ
を
の
ふ
る
花
と
こ
そ
み
れ

　

右
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
て
お
こ
う
。
一
首
目
は
、
旅
の
足
止
め
と
な
っ

た
公
家
の
通
行
と
雨
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
が
先
に
解
消
し
て
旅
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
、
待
ち
く
た
び
れ
た
気
持
ち
を
、
二
首
目
は
西
光
寺

で
日
々
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
端
午
の
節
句
を
こ
こ
で
迎
え
た
こ
と

を
詠
ん
だ
。
三
首
目
は
、
思
い
が
け
ず
西
光
寺
で
過
ご
し
、
内
藤
家
の
祖
先
ら

と
の
所
縁
を
体
験
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
気
持
ち
を
詠
ん
だ
。
こ
れ
は
内

藤
家
の
先
祖
ら
を
大
切
に
思
い
、
行
動
し
て
き
た
充
真
院
な
ら
で
は
の
心
の
現

わ
れ
で
も
あ
る（

（
（

。
四
首
目
は
、
江
戸
へ
向
か
う
旅
を
急
い
で
い
る
が
、
公
家
の

通
行
が
因
で
西
本
陣
中
根
家
を
離
れ
て
西
光
寺
に
滞
在
し
て
い
る
現
実
は
、
実

に
思
い
が
け
ず
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。

　

五
首
目
と
六
首
目
に
は
そ
れ
ぞ
れ
詞
書
が
あ
る
。
五
首
目
の
詞
書
に
は
、
端

午
の
節
句
の
祝
儀
と
し
て
寺
、
す
な
わ
ち
信
楽
院
か
ら
美
し
い
夏
菊
の
花
が
慰

み
と
し
て
届
け
ら
れ
た
と
状
況
を
説
明
し
た
う
え
で
、
端
午
の
節
句
の
菖
蒲
で

は
な
く
、
手
入
れ
を
し
た
様
々
な
色
の
夏
菊
を
珍
し
く
眺
め
て
楽
し
ん
だ
こ
と

を
詠
ん
だ
。
六
首
目
は
、
詞
書
に
菖
蒲
酒
の
肴
と
し
て
大
平
椀
と
丼
鉢
に
盛
っ

た
物
、
す
な
わ
ち
端
午
の
節
句
の
祝
い
の
膳
を
戴
い
た
こ
と
を
掲
げ
た
う
え

で
、
長
い
根
の
菖
蒲
で
は
な
い
が
、
贈
ら
れ
た
夏
菊
も
、
限
り
な
く
長
い
千
歳

も
の
年
月
を
延
ば
す
縁
起
の
良
い
花
で
あ
る
と
祝
賀
の
気
持
ち
を
寿
い
だ
。

　

寂
し
さ
に
誘
発
さ
れ
て
詠
ん
だ
短
歌
だ
が
、
旅
の
再
開
を
待
ち
わ
び
る
心
、

内
藤
家
と
所
縁
の
あ
る
寺
院
と
の
思
い
が
け
な
い
縁
を
感
謝
す
る
気
持
ち
、
信

楽
院
が
夏
菊
を
充
真
院
に
贈
っ
て
く
れ
た
心
遣
い
を
う
れ
し
く
思
う
気
持
ち
な

ど
、
思
い
を
廻
ら
せ
な
が
ら
折
々
に
感
じ
た
気
持
ち
を
実
に
素
直
に
詠
み
込
ん

で
い
る
。
端
午
の
節
句
に
充
真
院
が
詠
ん
だ
短
歌
で
あ
る
が
、
足
止
め
と
な
っ

た
岡
崎
で
の
日
々
に
お
け
る
様
々
な
思
い
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
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る
。

　

最
後
に
、
充
真
院
の
人
物
像
に
関
し
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
充
真
院
の

好
み
と
し
て
今
回
新
た
に
確
認
で
き
た
事
項
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
植
物

の
好
み
だ
が
、
充
真
院
は
夏
菊
が
好
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
信

楽
院
の
庭
で
夏
菊
を
見
て
、
充
真
院
に
し
て
は
珍
し
く
欲
し
い
と
希
望
を
伝
え

た
こ
と
、
さ
ら
に
滞
在
中
に
再
度
、
信
楽
院
か
ら
夏
菊
を
贈
ら
れ
て
、
そ
の
う

れ
し
さ
を
短
歌
に
詠
ん
で
い
た
。
好
き
な
花
な
の
で
、
短
歌
を
詠
み
た
く
な
る

程
う
れ
し
さ
が
一
入
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

居
室
に
つ
い
て
は
、
清
潔
さ
や
建
具
の
使
い
易
さ
を
好
ん
だ
。
滞
在
先
と

な
っ
た
西
光
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
古
い
寺
か
と
思
っ
た
が
新
築
の
書
院
に
案
内

さ
れ
、
し
か
も
部
屋
が
極
め
て
清
潔
で
あ
り
、
雨
戸
の
建
て
付
け
も
良
い
状
態

で
あ
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
喜
ん
だ
。
日
頃
か
ら
整
っ
た
部
屋
で
生
活
し
て
い
る

大
名
家
の
奥
方
な
ら
で
は
の
感
覚
が
窺
が
い
知
れ
た
。

　

好
み
以
外
に
新
た
に
確
認
し
た
点
と
し
て
、
食
べ
物
を
女
房
言
葉
で
表
現
す

る
場
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
検
討
で
、
お
汁
粉
を
「
お
ゆ
る

こ
」、
お
か
き
を
「
あ
げ
か
ち
ん
」
と
記
し
て
い
た
。
実
は
二
年
前
の
旅
に
つ

い
て
ま
と
め
た
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
』
で
は
、
ぼ
た
も
ち
を
「
や
わ

〳
〵
」
と
表
現
し
て
い
た（

（
（

。
日
常
に
お
い
て
女
房
言
葉
を
使
い
、
文
語
体
と
し

て
も
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

墓
地
の
敷
地
の
広
さ
に
つ
い
て
の
基
準
は
、
松
平
家
の
墓
地
を
狭
い
と
感
じ

た
様
子
か
ら
、
実
家
井
伊
家
と
婚
家
内
藤
家
の
広
い
墓
地
が
充
真
院
の
墓
地
の

基
準
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
た
。

　

人
物
像
と
し
て
、
か
つ
て
拙
著
で
指
摘
し
た
事
項
を
補
強
で
き
る
点
も
指
摘

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
充
真
院
は
詳
細
な
観
察
眼
を
有
し
、
豊
か
で
緻
密
な
表

現
力
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
岡
崎
に
足
止
め
さ
れ
た
日
々

を
、
充
真
院
が
『
海
陸
返
り
咲
こ
と
葉
の
手
拍
子
』
に
動
向
、
様
子
、
気
持
ち

な
ど
を
実
に
詳
細
に
し
た
た
め
た
お
か
げ
で
、
具
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

り
わ
け
大
樹
寺
参
拝
に
つ
い
て
は
、
そ
の
様
子
を
刻
々
と
極
め
て
克
明
に
記
し

た
。
か
つ
て
『
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
』
に
詳
細
な
記
録
と
豊
か
な
表
現

力
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
二
年
後
の
旅
の
紀
行
文
も
同
様
で

あ
っ
た
。
充
真
院
の
観
察
力
と
文
章
表
現
力
が
健
在
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た（
（
（

。

　

知
的
関
心
に
つ
い
て
は
、
間
取
り
に
興
味
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
、
美
的
感
覚

の
傾
向
、
古
建
築
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
補
強
し
て
お
き
た
い
。
充
真
院
は

間
取
り
に
寄
せ
る
興
味
は
こ
の
旅
で
も
同
様
で
、
岡
崎
で
は
西
光
寺
で
充
真
院

と
御
付
の
女
性
た
ち
が
使
用
し
た
書
院
を
一
階
、
二
階
供
も
良
く
観
察
し
て
、

間
取
り
図
を
描
い
た
。

　

美
的
感
覚
に
つ
い
て
は
華
美
を
好
ま
な
い
、
特
に
煌
び
や
か
さ
を
好
ま
な
い

点
が
、
将
軍
の
間
の
襖
絵
を
見
た
際
の
感
想
に
も
共
通
し
て
お
り
、
充
真
院
の

美
的
感
性
と
し
て
追
認
で
き
た（

（
（

。

　

充
真
院
が
古
建
築
に
興
味
が
無
い
点
も
事
例
の
補
強
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、

大
樹
寺
の
多
宝
塔
に
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
天
文
四
年
（
一
五

三
五
）
建
立
し
た
、
立
派
な
多
宝
塔
が
山
門
の
西
側
に
あ
る（
（1
（

。
当
寺
を
訪
れ
る

と
、
必
ず
目
に
入
る
建
造
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
充
真
院
が
多
宝
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塔
に
つ
い
て
全
く
記
載
し
て
い
な
い
の
は
、
古
い
建
物
を
粗
末
に
感
じ
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
惣
門
を
見
た
時
に
立
派
で
は
な
い
と
感
じ
た
こ
と
と
共

通
す
る
。
充
真
院
は
古
色
を
帯
び
た
建
物
に
、
魅
力
を
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
文
久
三
年
の
江
戸
か
ら
延
岡
へ
の
転
居
の
旅
の
途
中
に
石
山
寺
に
参

拝
し
た
折
に
、
多
宝
塔
に
つ
い
て
の
記
述
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
、
挿
絵
の
中

に
描
い
て
は
い
た
も
の
の
、
形
状
が
正
確
で
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
関
心

が
な
い
の
で
記
憶
が
あ
や
ふ
や
で
あ
っ
た
こ
と
と
一
致
す
る（
（1
（

。

　

健
康
面
に
つ
い
て
は
、
大
樹
寺
の
御
霊
屋
と
貫
木
神
を
参
拝
し
た
際
に
、
視

力
の
弱
さ
を
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
、
年
齢
相
応
の
視
力
の
低
下
が
続
い
て

い
る
様
子
が
こ
こ
で
も
窺
え
た（
（1
（

。

（
1
）	

前
掲
拙
著
、
三
二
頁
。

（
2
）	

充
真
院
が
教
養
豊
か
な
人
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
の
二
〇
一

～
二
頁
。

（
3
）	

前
掲
拙
著
、
一
八
七
～
九
一
頁
。
二
〇
一
頁
。

（
4
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
六
二
頁
。
後
掲
す
る
短
歌
も
同
頁
。

（
5
）	

元
治
二
年
の
旅
が
充
真
院
に
と
っ
て
江
戸
に
戻
る
う
れ
し
い
旅
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
四
二
頁
。

（
6
）	

充
真
院
が
内
藤
家
の
先
祖
に
寄
せ
る
思
い
と
行
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、

三
一
～
三
頁
。

（
7
）	

明
大
翻
刻
本
、
一
〇
頁
。

（
8
）	

前
掲
拙
著
、
一
一
九
～
二
〇
頁
。

（
9
）	

煌
び
や
か
さ
を
好
ま
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
一
八
二
頁
。

（
10
）	

多
宝
塔
は
現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（『
大
樹
寺
の
歴
史
』
九

三
頁
）。

（
11
）	

前
掲
拙
著
、
四
一
頁
。

（
12
）	

年
齢
相
応
の
視
力
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
一
四
五
頁
。

　
　

付　

記

　

�　

論
文
作
成
の
為
の
史
料
調
査
の
折
に
、
岡
崎
市
美
術
博
物
館
の
学
芸
員
湯
谷
翔
悟

氏
が
史
料
閲
覧
の
便
宜
を
計
っ
て
下
さ
り
、
さ
ら
に
大
樹
寺
、
西
光
寺
、
西
本
陣
中

根
家
跡
に
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
大
樹
寺
の
野
村
顕
弘
氏
、
西
光
寺
住
職
の
成
田
敏

圀
氏
に
は
寺
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

な
お
、
寄
託
史
料
の
閲
覧
に
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
大
樹
寺
、
西
光
寺
に
深
謝
の
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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Abstract
	 This paper is about Naito Jushin-in’s visit to Daiju-ji Temple in Mikawa Province (pres-
ent-day Okazaki-shi, Aichi-ken).  This visit was on May 2, 1865 when Jushin-in was at age 66, 
in the course of her moving from Nobeoka to Edo.  Daiju-ji Temple is where the successive 
Tokugawa shoguns’ memorial tablets are enshrined.  And in its sub-temple named Shinkyo-in, 
those of Yoshikiyo Naito and his wife are enshrined.
	 Okazaki is the place where the Naito family was based before becoming a daimyo.  Fur-
thermore, the Nakane family, who managed the Nishi honjin, were formerly samurai and rela-
tives of the Naito family when they were in Okazaki.  Although Jushin-in originally planned to 
stay at the Nakane family’s place; learning court nobles were on their way to Okazaki, she 
hesitated to stay at the Nishi honjin and stayed at Saiko-ji Temple instead.  Saiko-ji Temple is 
the place related to the Naito family where Yoshikiyo Naito, the founder of the family, and his 
wife’s were buried.  During Jushin-in’s stay at Saiko-ji Temple for a while, she visited Daiju-ji 
Temple.  At Daiju-ji Temple, she paid reverence at the mausoleums of the first shogun, Ieyasu 
and the second, Hidetada Tokunaga, saw wall and sliding screen paintings by Tamechika Rei-
zei in the ohojo (large abbot’s chamber), and paid reverence at Kannuki-shin which had some 
connection with Ieyasu Tokunaga.  At Shinkyo-in, she prayed to the memorial tablets of Kiy-
oshige Naito and his wife.  She made her visit to Daiju-ji Temple first and then to the grave of 
Kiyoshige Naito and his wife.
	 Until Naito Jushin-in visited this place, nobody from the Naito clan, neither kenin nor fam-
ily, had visited there for a long time.  Jushin-in’s visit to Daiju-ji Temple and stay at Saiko-ji 
Temple renewed the intimate relationship between the Naito family and these temples.

Visit to Daiju-ji Temple by Naito Jushin-in 
of Nobeoka Domain, Hyuga Province

Naomi KANZAKI
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